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）

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

五
一

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

―
Ｉ
Ｃ
Ｊ
勧
告
的
意
見
の
分
析―

櫻　
　

井　
　

利　
　

江

一　

は
じ
め
に

二　

国
際
法
に
お
け
る
分
離
権

　
（
一
）　

自
決
権
の
意
味

　
（
二
）　

分
離
権
に
関
す
る
議
論

三　

分
離
に
関
す
る
国
際
社
会
の
実
行

　
（
一
）　

国
際
連
盟

　
（
二
）　

一
九
四
五
年
以
降

　
（
三
）　

国
内
裁
判
所

　
（
四
）　

国
内
法

　
（
五
）　

和
平
合
意

一
八
〇
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

五
二

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

四　

コ
ソ
ボ
の
概
要

　
（
一
）　

紛
争
か
ら
停
戦
ま
で

　
（
二
）　

国
連
暫
定
統
治
と
地
位
交
渉

五　

勧
告
的
意
見
要
請
関
係
資
料
の
分
析

　
（
一
）　

国
際
法
原
則

　
　

１　

領
土
保
全

　
　

２　

自
決
権
（
以
上
、
三
四
二
号
）

　
　

３　

独
立
宣
言

　
　

４　

国
家
承
認

　
（
二
）　

特
別
の
事
例

　
（
三
）　

安
保
理
決
議
一
二
四
四

　
（
四
）　

勧
告
的
意
見
に
関
す
る
管
轄
権
お
よ
び
裁
量
権

六　

結
び
（
以
上
、
三
四
三
号
）

七　

勧
告
的
意
見
の
分
析

　
（
一
）　

勧
告
的
意
見
の
概
要

　
（
二
）　

一
般
国
際
法

　
　

１　

意
見
要
旨

　
　
　
（
１
）　

独
立
宣
言
に
関
す
る
国
際
社
会
の
実
行

　
　
　
（
２
）　

領
土
保
全
原
則
の
適
用
範
囲

　
　
　
（
３
）　

独
立
宣
言
に
関
す
る
安
保
理
の
実
行

　
　
　
（
４
）　

救
済
的
分
離

一
八
〇
八



（　
　
　
　

）

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

五
三

　
　

２　

個
別
意
見
、
宣
言
お
よ
び
反
対
意
見
要
旨

　
　
　
（
１
）　

ユ
ス
フ
裁
判
官
個
別
意
見

　
　
　
（
２
）　

ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
個
別
意
見

　
　
　
（
３
）　

シ
ン
マ
裁
判
官
宣
言

　
　
　
（
４
）　

ア
モ
ー
ル
裁
判
官
個
別
意
見

　
　
　
（
５
）　

コ
ロ
マ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　
　
（
６
）　

ス
コ
ト
ニ
コ
フ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　

３　

論
点

　
　
　
（
１
）　

一
般
国
際
法
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

　
　
　
（
２
）　

ロ
ー
チ
ュ
ス
原
則

　
　
　
（
３
）　

領
土
保
全

　
　
　
（
４
）　

救
済
的
分
離

　
　
　
（
５
）　

特
別
の
事
例

　
（
三
）　

安
保
理
決
議
一
二
四
四

　
　

１　

意
見
要
旨

　
　
　
（
１
）　

安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
お
よ
び
決
議
の
特
徴

　
　
　
（
２
）　

最
終
的
地
位
プ
ロ
セ
ス

　
　
　
（
３
）　

安
保
理
決
議
一
二
四
四
の
法
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
独
立
宣
言

　
　
　
（
４
）　

領
土
的
地
位
変
更
に
関
す
る
安
保
理
の
対
応

　
　
　
（
５
）　

非
国
家
主
体
へ
の
効
力

　
　

２　

個
別
意
見
、
宣
言
お
よ
び
反
対
意
見
要
旨

一
八
〇
九



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

五
四

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

　
　
　
（
１
）　

ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
個
別
意
見

　
　
　
（
２
）　

ト
ム
カ
裁
判
官
宣
言

　
　
　
（
３
）　

ス
コ
ト
ニ
コ
フ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　
　
（
４
）　

コ
ロ
マ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　
　
（
５
）　

ベ
ヌ
ー
ナ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　

３　

論
点

　
　
　
（
１
）　

安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
の
領
土
保
全

　
　
　
（
２
）　

最
終
的
地
位
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
政
治
的
解
決

　
　
　
（
３
）　

独
立
宣
言
の
法
的
性
質

　
　
　
（
４
）　

安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
お
け
る
コ
ソ
ボ
の
自
決
権

　
（
四
）　

独
立
宣
言
立
案
者

　
　

１　

意
見
要
旨

　
　
　
（
１
）　

独
立
宣
言
採
択
を
め
ぐ
る
状
況

　
　
　
（
２
）　

国
連
暫
定
統
治
法
秩
序
の
枠
外
で
の
独
立
宣
言

　
　
　
（
３
）　

独
立
宣
言
文
の
形
式
的
特
徴

　
　
　
（
４
）　

事
務
総
長
特
別
代
表
の
対
応

　
　

２　

個
別
意
見
、
宣
言
お
よ
び
反
対
意
見
要
旨

　
　
　
（
１
）　

ア
モ
ー
ル
裁
判
官
個
別
意
見

　
　
　
（
２
）　

ト
ム
カ
裁
判
官
宣
言

　
　
　
（
３
）　

ベ
ヌ
ー
ナ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　
　
（
４
）　

ス
コ
ト
ニ
コ
フ
裁
判
官
反
対
意
見

一
八
一
〇



（　
　
　
　

）

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

五
五

　
　
　
（
５
）　

コ
ロ
マ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　

３　

論
点

　
　
　
（
１
）　

憲
法
枠
組
に
お
け
る
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
権
限

　
　
　
（
２
）　

独
立
宣
言
立
案
者

　
　
　
（
３
）　

国
連
機
関
の
対
応

　
　
　
（
４
）　

独
立
宣
言
立
案
者
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
の
意
義

　
（
五
）　

憲
法
枠
組

　
　

１　

意
見
要
旨

　
　

２　

個
別
意
見
、
宣
言
お
よ
び
反
対
意
見
要
旨

　
　
　
（
１
）　

ユ
ス
フ
裁
判
官
個
別
意
見

　
　
　
（
２
）　

コ
ロ
マ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　
　
（
３
）　

ト
ム
カ
裁
判
官
宣
言

　
　
　
（
４
）　

ベ
ヌ
ー
ナ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　
　
（
５
）　

ス
コ
ト
ニ
コ
フ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　

３　

論
点

　
　
　
（
１
）　

憲
法
枠
組
の
法
的
性
格

　
　
　
（
２
）　

憲
法
枠
組
に
お
け
る
独
立
宣
言

　
　
　
（
３
）　

国
連
暫
定
統
治
の
法
秩
序
（
以
上
、
三
四
八
号
）

　
（
六
）　

質
問
の
範
囲
お
よ
び
意
味
（
以
下
、
本
号
）

　
　

１　

意
見
要
旨

　
　
　
（
１
）　

再
定
式
化
の
否
定

一
八
一
一



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

五
六

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

　
　
　
（
２
）　

質
問
の
文
言
変
更

　
　
　
（
３
）　

ケ
ベ
ッ
ク
事
件
カ
ナ
ダ
最
高
裁
諮
問
意
見
と
の
比
較

　
　

２　

個
別
意
見
、
宣
言
お
よ
び
反
対
意
見
要
旨

　
　
　
（
１
）　

ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
個
別
意
見

　
　
　
（
２
）　

ユ
ス
フ
裁
判
官
個
別
意
見

　
　
　
（
３
）　

ト
ム
カ
裁
判
官
宣
言

　
　
　
（
４
）　

コ
ロ
マ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　
　
（
５
）　

ベ
ヌ
ー
ナ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　

３　

論
点

　
（
七
）　

事
実
の
概
要

　
　

１　

意
見
要
旨

　
　
　
（
１
）　

ア
プ
ロ
ー
チ

　
　
　
（
２
）　

暫
定
統
治
枠
組

　
　
　
（
３
）　

二
〇
〇
八
年
二
月
一
七
日
以
前

　
　
　
（
４
）　

二
〇
〇
八
年
二
月
一
七
日
以
降

　
　

２　

個
別
意
見
要
旨

　
　
　
（
１
）　

ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
個
別
意
見

　
　

３　

論
点

　
（
八
）　

勧
告
的
意
見
に
関
す
る
管
轄
権
お
よ
び
裁
量
権

　
　

１　

意
見
要
旨

　
　
　
（
１
）　

裁
量
権
の
意
義
と
裁
判
所
の
姿
勢

一
八
一
二



（　
　
　
　

）

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

五
七

　
　
　
（
２
）　

意
見
要
請
の
動
機

　
　
　
（
３
）　

意
見
要
請
の
目
的
お
よ
び
意
見
の
効
果

　
　
　
（
４
）　

意
見
の
有
益
性

　
　
　
（
５
）　

コ
ソ
ボ
に
関
す
る
安
保
理
お
よ
び
総
会
の
対
応

　
　
　
（
６
）　

安
保
理
お
よ
び
総
会
の
権
限

　
　
　
（
７
）　

安
保
理
に
よ
る
任
務
の
遂
行

　
　
　
（
８
）　

総
会
に
よ
る
コ
ソ
ボ
状
況
へ
の
対
応

　
　
　
（
９
）　

政
治
機
関
の
決
議
の
解
釈

　
　

２　

個
別
意
見
、
宣
言
お
よ
び
反
対
意
見
要
旨

　
　
　
（
１
）　

ア
モ
ー
ル
裁
判
官
個
別
意
見

　
　
　
（
２
）　

ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
個
別
意
見

　
　
　
（
３
）　

キ
ー
ス
裁
判
官
個
別
意
見

　
　
　
（
４
）　

ト
ム
カ
裁
判
官
宣
言

　
　
　
（
５
）　

ベ
ヌ
ー
ナ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　
　
（
６
）　

ス
コ
ト
ニ
コ
フ
裁
判
官
反
対
意
見

　
　

３　

論
点

八　

終
わ
り
に

一
八
一
三



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

五
八

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

（
六
）　

質
問
の
範
囲
お
よ
び
意
味

１　

意
見
要
旨

　
（
１
）　

再
定
式
化
の
否
定

　

総
会
が
提
出
し
た
質
問
は
狭
く
か
つ
特
定
さ
れ
（narrow

 and specific

）
明
確
に
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
質
問
の
範
囲
を
再
定
式
化
す

る
（reform

ulate
）
理
由
は
見
い
だ
せ
な
い
。
第
一
に
質
問
は
﹁
コ
ソ
ボ
暫
定
自
治
政
府
諸
機
構
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
に
よ
る
一
方
的
独
立
宣
言
﹂

と
表
現
し
て
い
る
。
独
立
宣
言
を
公
布
し
た
の
が
コ
ソ
ボ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
本
手
続
き
に
お
い
て
多
く
の
参
加

者
が
議
論
し
て
い
た
。
独
立
宣
言
立
案
者
の
特
定
は
独
立
宣
言
が
国
際
法
に
従
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
の
回
答
に
影
響
し
う
る
事
項
で
あ

る
。
総
会
で
決
定
し
た
と
お
り
に
こ
の
事
項
を
裁
判
所
が
扱
う
こ
と
は
そ
の
司
法
的
機
能
の
適
正
な
行
使
と
両
立
し
な
い
。
以
下
で
示
す
よ

う
に
、
独
立
宣
言
立
案
者
の
同
定
は
独
立
宣
言
が
国
際
法
に
従
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
の
回
答
に
影
響
し
う
る
事
項
で
あ
る
。
総
会
で
決

定
さ
れ
た
と
お
り
に
こ
の
事
項
を
裁
判
所
が
扱
う
こ
と
は
、
そ
の
司
法
的
機
能
の
適
正
な
行
使
と
両
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。（paras.51-52

）

　
（
２
）
質
問
の
文
言
変
更

　

ま
た
総
会
が
こ
の
問
題
を
裁
判
所
自
身
で
決
定
す
る
自
由
を
制
約
す
る
意
図
が
あ
る
と
も
考
え
な
い
。
総
会
決
議
六
三
／
三
が
審
議
さ
れ

た
議
題
は
単
に
﹁
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
が
国
際
法
に
従
っ
て
い
る
か
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
要
請
﹂
と
題
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
議
題
の
言
葉
使
い
は
、
決
議
六
三
／
三
の
唯
一
の
提
案
者
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
議
題
は
決
議

案
、
そ
し
て
順
次
、
決
議
六
三
／
三
の
題
目
と
な
っ
た
。
議
題
お
よ
び
決
議
題
目
の
共
通
の
要
素
は
、
独
立
宣
言
が
国
際
法
に
従
っ
て
い
る

か
で
あ
る
。
さ
ら
に
独
立
宣
言
の
立
案
者
に
つ
い
て
も
、
決
議
案
に
関
す
る
討
論
に
お
い
て
は
決
議
題
目
と
裁
判
所
に
提
出
す
る
質
問
と
の

言
葉
使
い
の
違
い
に
関
し
て
も
議
論
は
な
か
っ
た）

1
（

。

一
八
一
四



（　
　
　
　

）

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

五
九

　

裁
判
所
は
異
な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　

 　
﹁
総
会
が
裁
判
所
の
司
法
的
機
能
の
遂
行
を
束
縛
し
た
り
妨
げ
た
り
す
る
こ
と
は
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
。
裁
判
所
は
勧
告
的

意
見
の
た
め
に
提
示
さ
れ
た
質
問
に
関
す
る
意
見
を
ま
と
め
る
た
め
に
可
能
な
す
べ
て
の
関
連
デ
ー
タ
を
検
討
す
る
完
全
な
自

由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂）

2
（

　

こ
の
よ
う
な
考
慮
は
本
件
に
も
適
用
し
う
る
。
独
立
宣
言
が
国
際
法
に
従
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
に
あ
た
り
、
裁
判
所
は
記
録

全
体
を
検
討
し
、
独
立
宣
言
が
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
ま
た
は
そ
の
他
の
何
ら
か
の
実
体
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
完
全
な
自
由
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（paras.53-54

）

　
（
３
）　

ケ
ベ
ッ
ク
事
件
カ
ナ
ダ
最
高
裁
諮
問
意
見
と
の
比
較

　

本
手
続
に
お
い
て
多
く
の
参
加
者
が
ケ
ベ
ッ
ク
事
件
カ
ナ
ダ
最
高
裁
諮
問
意
見
に
言
及
し
た
が
、カ
ナ
ダ
最
高
裁
に
要
請
さ
れ
た
質
問
は
、

　
　
　
　

 　
﹁
国
際
法
は
ケ
ベ
ッ
ク
議
会
、
立
法
府
ま
た
は
政
府
に
カ
ナ
ダ
か
ら
の
一
方
的
分
離
達
成
の
た
め
の
権
利
を
与
え
て
い
る
か
、

こ
れ
に
関
し
国
際
法
の
下
で
自
決
権
は
ケ
ベ
ッ
ク
が
カ
ナ
ダ
か
ら
一
方
的
分
離
を
達
成
す
る
た
め
の
権
利
と
し
て
存
在
す
る
か
﹂）

3
（

で
あ
り
、
本
件
の
質
問
は
カ
ナ
ダ
最
高
裁
に
要
請
さ
れ
た
も
の
と
は
著
し
く
異
な
る
。
カ
ナ
ダ
連
邦
裁
判
所
へ
の
質
問
が
﹁
分
離
を
達
成
す

る
﹂
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
総
会
が
質
問
し
た
の
は
国
際
法
に
﹁
従
っ
て
﹂
い
る
か
で
あ
る
。
こ
の
質
問
へ
の

回
答
は
、
適
用
可
能
な
国
際
法
が
独
立
宣
言
を
禁
止
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
も
裁
判
所
が
禁
止
し
て
い
る
と
い
う

結
論
に
至
れ
ば
、
独
立
宣
言
は
国
際
法
に
従
っ
て
い
な
い
と
い
う
答
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
裁
判
所
が
要
請
さ
れ
て
い
る

任
務
は
独
立
宣
言
が
国
際
法
を
侵
害
し
て
採
択
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
際
法
が
コ
ソ
ボ
に
一
方
的
独
立
宣
言
を
す

る
積
極
的
権
利
を
付
与
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
は
国
際
法
は
一
般
的
に
国
家
内
部
に
存
在
す
る
実
体
に
一
方
的
に
分
離
す
る
権
利
を
付

一
八
一
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与
し
て
い
る
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
な
お
さ
ら
（a

 fortiori

）
要
請
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
一
方
的
独
立
宣
言
の
よ
う
な
特
定
の
行

為
が
、（
国
際
法
に
よ
っ
て
）
付
与
さ
れ
た
権
利
の
行
使
に
は
必
ず
し
も
相
当
し
な
い
が
、
国
際
法
違
反
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
国
際
司
法
裁
判
所
が
質
問
さ
れ
た
の
は
第
一
の
点
（
独
立
宣
言
は
国
際
法
違
反
か
）
で
あ
り
、
第
二
の
点
（
独
立
宣
言
の
権
利
が
与

え
ら
れ
て
い
る
か
）
で
は
な
い
。（paras.55-56

）

２　

個
別
意
見
、
宣
言
お
よ
び
反
対
意
見
要
旨

　
（
１
）　

ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
個
別
意
見

　

国
際
司
法
裁
判
所
は
、
適
当
だ
と
考
え
る
場
合
に
は
、
勧
告
的
意
見
を
要
請
さ
れ
た
質
問
を
、
よ
り
明
確
に
な
る
よ
う
に
再
定
式
化
す
る

権
利
が
あ
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
質
問
の
提
案
過
程
に
お
け
る
明
確
性
ま
た
は
確
実
性
の
欠
如
は
裁
判
所
か
ら
管
轄
権
を
奪
う
理

由
と
し
て
は
援
用
で
き
な
い
。
全
く
逆
に
、
い
か
な
る
不
明
確
性
も
裁
判
所
自
身
に
よ
っ
て
明
確
化
ま
た
は
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

結
果
と
し
て
、
裁
判
所
は
し
ば
し
ば
質
問
の
拡
大
、
解
釈
そ
し
て
再
定
式
化
さ
え
要
請
さ
れ
た
。
従
っ
て
﹁
既
存
の
原
則
お
よ
び
規
則
を
同

定
し
﹂、
そ
れ
ら
の
解
釈
お
よ
び
適
用
を
適
当
と
み
な
し
て
、﹁
法
に
基
づ
い
て
提
示
さ
れ
た
質
問
﹂
に
回
答
し
た
。
こ
の
こ
と
は
裁
判
所
が

本
件
勧
告
的
意
見
を
付
与
す
る
の
は
﹁
政
治
的
に
不
適
切
﹂、
あ
る
い
は
不
適
切
で
は
な
い
に
し
て
も
、
全
く
説
得
力
の
な
い
議
論
に
勝
る
。

　

な
お
、
本
件
手
続
き
過
程
に
お
い
て
、
コ
ソ
ボ
の
同
意
の
欠
如
が
司
法
的
適
切
性
の
問
題
に
影
響
す
る
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。
総
会
の

要
請
は
コ
ソ
ボ
お
よ
び
セ
ル
ビ
ア
間
の
二
国
間
紛
争
に
関
連
し
、
コ
ソ
ボ
は
管
轄
権
の
行
使
に
同
意
し
て
い
な
い
の
で
、
裁
判
所
は
本
件
の

場
合
（ca
s d

’esp
èce

）
に
お
い
て
管
轄
権
行
使
を
控
え
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
議
論
も
ま
た
説
得
力
お
よ
び
根
拠
が
な
い
。

当
事
者
の
同
意
は
勧
告
的
意
見
の
管
轄
権
行
使
の
条
件
で
は
な
い
。
国
際
司
法
裁
判
所
は
こ
の
点
に
つ
い
て
六
〇
年
前
に
明
確
に
し
て
い

る
）
4
（

。
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当
事
者
の
同
意
は
勧
告
的
意
見
の
行
使
の
条
件
で
は
な
い
。
勧
告
的
意
見
は
国
連
お
よ
び
そ
の
機
関
の
進
路
指
導
ま
た
は
指
針
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
勧
告
的
意
見
機
能
の
行
使
に
関
し
て
は
事
前
の
同
意
は
全
く
条
件
に
な
っ
て

い
な
い
。
国
際
司
法
裁
判
所
は
勧
告
的
意
見
要
請
さ
れ
た
質
問
を
明
確
に
す
る
の
み
な
ら
ず
国
際
法
の
進
歩
的
発
展
に
貢
献
す
る
手
段
を
持

っ
て
い
る
。
飛
躍
的
な
勧
告
的
意
見
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
効
果
を
示
す
三
つ
の
注
目
す
べ
き
事
例
と
し
て
、
国
連
の
任
務
遂
行
中
に
被
っ

た
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
事
件
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
留
保
事
件
お
よ
び
ナ
ミ
ビ
ア
に
お
け
る
南
ア
フ
リ
カ
の
居
座
り
の
法
的
効
果
に
関

す
る
事
件
が
あ
る
。

　

本
件
手
続
過
程
に
お
い
て
勧
告
的
意
見
機
能
の
行
使
を
抑
制
す
る
た
め
に
主
張
さ
れ
た
ど
の
議
論
も
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
厳
密
な
検
討

に
耐
え
ら
れ
ず
、
説
得
力
は
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
裁
判
所
の
管
轄
権
は
十
分
に
確
立
し
て
お
り
、
管
轄
権
行
使
を
否
定
す
る
﹁
決
定

的
理
由
﹂
は
な
い）

5
（

。

　
（
２
）　

ユ
ス
フ
裁
判
官
個
別
意
見

　

国
際
司
法
裁
判
所
は
質
問
の
解
釈
に
際
し
、﹁
そ
の
質
問
へ
の
答
え
は
適
用
し
う
る
国
際
法
が
独
立
宣
言
を
禁
止
し
て
い
る
か
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
﹂（para. 56

）
と
す
る
が
、
私
見
で
は
、
こ
れ
は
質
問
を
過
度
に
限
定
し
、
か
つ
狭
く
理
解
し
て
い
る
。
独
立
宣
言
は
別
個

の
国
家
性
の
権
利
の
表
明
と
新
国
家
創
設
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
で
あ
る
。
質
問
は
コ
ソ
ボ
人
民
の
代
表
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
所
属
国
家
の
同

意
な
し
に
新
国
家
を
創
設
す
る
目
的
で
な
さ
れ
た
行
為
が
国
際
法
に
従
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
コ
ソ
ボ
人
民
が

自
ら
の
国
家
創
設
を
追
求
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
国
際
法
違
反
を
含
む
か
ど
う
か
、
ま
た
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
同
領
域
で
優
先
さ
れ
る
特
別
の
状

況
に
お
い
て
国
際
法
に
一
致
す
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
問
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
裁
判
所
が
国
際
法
は
独
立
宣
言
を
禁
止
す
る
か

と
い
う
質
問
に
限
定
す
る
の
は
そ
の
実
質
を
無
効
に
す
る
。

一
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暫
定
統
治
の
支
援
の
下
で
確
立
さ
れ
た
憲
法
枠
組
を
、
裁
判
所
は
独
立
宣
言
合
法
性
の
評
価
に
適
用
し
う
る
国
際
法
文
書
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
含
め
た
点
に
つ
い
て
留
保
す
る
。
憲
法
枠
組
は
国
際
法
の
一
部
で
は
な
い
。
暫
定
統
治
の
た
め
の
法
を
施
行
す
る
の
に
、
特
使
は
安
保
理

決
議
一
二
四
四
か
ら
権
限
を
付
与
さ
れ
た
が
、
主
と
し
て
か
れ
は
コ
ソ
ボ
に
排
他
的
に
関
連
す
る
規
則
を
制
定
し
、
国
内
レ
ベ
ル
で
法
的
効

果
を
生
成
す
る
領
土
的
統
治
者
代
理
と
し
て
行
動
し
て
い
た
。

　

裁
判
所
は
総
会
に
要
請
さ
れ
た
質
問
を﹁
国
際
法
が
コ
ソ
ボ
に
一
方
的
独
立
宣
言
を
す
る
実
体
法
上
の
権
利
を
付
与
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

ま
た
は
国
際
法
は
一
般
的
に
国
家
内
部
に
存
在
す
る
実
体
に
一
方
的
に
分
離
す
る
権
利
を
付
与
し
て
い
る
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
な
お
さ

ら
要
請
さ
れ
て
い
な
い
﹂（para.56

）
と
解
釈
し
た
。
確
か
に
そ
う
で
あ
る
が
、
第
一
の
点
、
殊
に
コ
ソ
ボ
の
特
別
の
状
況
に
お
い
て
、
自

決
権
の
行
使
の
可
能
性
の
評
価
と
い
う
意
味
を
扱
わ
な
い
と
の
決
定
は
残
念
で
あ
る
。

　

独
立
宣
言
そ
の
も
の
は
国
際
法
に
規
律
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
国
際
法
に
お
け
る
そ
の
合
法
性
を
評
価
す
る
基
準
は
な
い
。
国
際
法

が
関
連
す
る
の
は
、
独
立
宣
言
が
示
唆
す
る
も
の
、
そ
し
て
そ
れ
が
表
明
す
る
新
国
家
樹
立
の
主
張
で
あ
る
。
も
し
も
主
張
が
国
際
法
が
規

定
す
る
条
件
に
適
合
し
て
い
れ
ば
、
法
は
そ
れ
を
奨
励
し
う
る
。
も
し
も
国
際
法
違
反
で
あ
れ
ば
、
国
際
法
は
そ
れ
を
阻
止
し
、
ま
た
は
違

法
と
宣
言
す
る
。
権
利
の
存
在
に
関
す
る
裁
判
所
の
評
価
は
、
植
民
地
化
以
後
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
の
自
決
権
の
法
的
範
囲
と
内
容
、
そ
し
て

コ
ソ
ボ
の
具
体
的
事
例
へ
の
適
用
可
能
性
を
明
確
に
し
う
る
。
過
去
に
は
裁
判
所
は
非
植
民
地
化
、
自
決
権
の
適
用
の
分
野
に
つ
い
て
、
よ

り
理
解
す
る
た
め
に
寄
与
し
て
き
た
。
こ
の
機
会
を
そ
の
よ
う
に
利
用
で
き
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
中
で
も
既
存
国
家
内
部

の
民
族
集
団
に
よ
る
重
要
な
権
利
の
誤
っ
た
使
用
の
回
避
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

国
家
内
部
の
集
団
の
分
離
の
主
張
は
武
力
紛
争
状
況
を
作
り
出
し
う
る
。
意
見
の
範
囲
を
、
独
立
宣
言
は
国
際
法
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
点
に
裁
判
所
が
制
限
し
た
と
い
う
事
実
は
、
分
離
集
団
の
す
べ
て
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
宣
言
が
国
際
法
の
下
で
合
法
化
さ
れ
て
い

る
と
誤
解
さ
れ
う
る
。
裁
判
所
自
身
﹁
独
立
宣
言
は
コ
ソ
ボ
の
最
終
的
地
位
を
決
定
す
る
試
み
﹂
と
認
め
て
い
る
が
、
総
会
決
議
の
質
問
に

一
八
一
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示
唆
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
地
位
の
一
方
的
決
定
、
お
よ
び
母
国
か
ら
の
分
離
が
国
際
法
に
一
致
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
な
い
。
裁
判
所
は
外
的
自
決
権
の
範
囲
お
よ
び
規
範
的
内
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
と
り
わ
け
、
世
界
中
の
至
る
所

に
お
け
る
不
安
定
お
よ
び
紛
争
を
引
き
起
こ
す
不
当
な
独
立
主
張
を
回
避
し
う
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た）

6
（

。

　
（
３
）　

ト
ム
カ
裁
判
官
宣
言

　

国
際
司
法
裁
判
所
は
質
問
を
﹁
修
正
（adjust

）﹂
し
て
意
見
を
付
与
し
た
。
こ
の
﹁
修
正
﹂
は
付
与
し
た
回
答
に
決
定
的
に
重
要
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
事
実
、
こ
れ
は
、
勧
告
的
意
見
の
結
果
を
左
右
す
る
基
準
に
関
わ
る
も
の
（outcom

e-determ
inative

）
で
あ
る
。
多

数
意
見
が
認
め
る
よ
う
に
、﹁
独
立
宣
言
立
案
者
の
同
定
は
質
問
へ
の
回
答
に
影
響
し
う
る
事
項
で
あ
る
﹂（para. 52

）。﹁
現
場
に
お
け
る

状
況
﹂
に
つ
い
て
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
が
、
私
の
司
法
的
信
念
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
修
正
に
は
同
意
で
き
な
い）

7
（

。

　
（
４
）　

コ
ロ
マ
裁
判
官
反
対
意
見

　

裁
判
所
は
勧
告
的
意
見
管
轄
権
の
行
使
に
際
し
、
質
問
を
再
定
式
化
ま
た
は
解
釈
す
る
権
利
は
あ
る
が
、
再
定
式
化
す
る
理
由
は
な
い
と

言
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
自
身
の
質
問
と
置
き
換
え
て
、
質
問
へ
の
回
答
に
進
む
自
由
は
な
い
。
こ
れ
が
本
件
で
裁
判
所
が

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
裁
判
所
が
パ
ラ
グ
ラ
フ
五
〇
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
要
請
を
再
定
式
化
す
る
権
限
は
三
領
域
に
限
ら
れ
る
。
第

一
に
、
ギ
リ
シ
ャ
＝
ト
ル
コ
協
定
の
解
釈
に
関
す
る
事
件）

8
（

に
お
い
て
裁
判
所
の
前
身
で
あ
る
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
は
、
用
語
が
裁
判
所
が

意
図
す
る
質
問
を
適
正
に
示
し
て
い
な
い
た
め
に
、
要
請
さ
れ
た
質
問
の
文
言
か
ら
離
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
第
二
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
エ
ジ
プ
ト

の
協
定
の
解
釈
に
関
す
る
事
件）

9
（

に
お
い
て
裁
判
所
が
指
摘
し
た
こ
と
は
、﹁
真
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
法
的
問
題
﹂
を
反
映
し
て
い
な
い
た

め
に
、
質
問
を
再
定
式
化
し
た
。
第
三
に
、
国
連
行
政
裁
判
所
判
決
第
二
七
三
号
の
審
査
請
求
に
関
す
る
事
件）
₁₀
（

で
述
べ
た
の
は
、
不
明
確
ま

一
八
一
九
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た
は
あ
い
ま
い
と
み
な
さ
れ
た
質
問
を
明
確
に
し
た
。
い
ず
れ
も
要
請
機
関
の
意
図
に
で
き
る
だ
け
合
致
し
た
回
答
が
で
き
る
よ
う
に
、
裁

判
所
は
質
問
を
再
定
式
化
し
た
。
要
請
機
関
の
意
図
に
反
し
て
、
も
と
の
質
問
と
は
は
っ
き
り
異
な
る
、
全
く
新
し
い
質
問
に
な
る
よ
う
な

再
定
式
化
を
裁
判
所
は
し
た
こ
と
が
な
い
。
明
示
的
に
質
問
を
再
定
式
化
す
る
こ
と
な
く
、
一
方
的
独
立
宣
言
立
案
者
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
は
異

な
る
と
結
論
付
け
、
質
問
へ
の
答
え
は
こ
の
前
提
の
下
で
展
開
さ
れ
た
。
総
会
が
質
問
を
提
起
し
た
目
的
は
、
一
方
的
独
立
宣
言
に
照
ら
し

て
総
会
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
教
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、
総
会
は
確
か
に
に
一
方
的
独
立
宣
言
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
が
行
っ
た

と
い
う
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
裁
判
所
は
質
問
を
明
示
的
に
も
黙
示
的
に
も
、
コ
ソ
ボ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
以
外
の
実
体
に
関
す
る
質
問
に
答

え
る
と
い
う
程
度
に
ま
で
、
再
定
式
化
す
る
権
限
は
な
い
。

　

独
立
宣
言
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
以
外
の
機
関
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
法
違
反
で
は
な
い
と
い
う
結
論
は
、
立
案
者
の
意
図
を
そ
の
ま
ま
受
け

入
れ
た
も
の
で
あ
り
擁
護
で
き
な
い
。
国
際
法
は
所
属
す
る
国
家
の
同
意
な
し
に
、
単
に
そ
の
よ
う
な
意
思
の
表
明
に
よ
っ
て
、
民
族
的
、

言
語
的
ま
た
は
宗
教
的
集
団
が
国
家
領
土
か
ら
分
離
す
る
権
利
を
付
与
し
て
い
な
い
。
非
植
民
地
化
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
外
で
、
そ
れ
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
、
極
め
て
危
険
な
先
例
と
な
る
。
そ
れ
は
世
界
中
の
反
政
府
集
団
に
、
単
に
一
定
の
用
語
を
用
い
て
一
方
的
独
立
宣
言
を
作

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
法
を
迂
回
す
る
自
由
が
あ
る
と
宣
伝
し
て
い
る
の
に
他
な
ら
な
い
。
勧
告
的
意
見
は
世
界
中
の
分
離
集
団
へ
の

手
引
き
お
よ
び
ガ
イ
ド
と
な
り
、
国
際
法
の
安
定
は
非
常
に
害
さ
れ
る）
₁₁
（

。

　
（
５
）
ベ
ヌ
ー
ナ
裁
判
官
反
対
意
見

　

意
見
の
第
二
の
側
面
、
裁
判
所
は
総
会
の
動
機
ま
た
は
要
請
の
目
的
の
検
討
は
否
定
し
た
一
方
で
、
意
味
と
範
囲
を
完
全
に
変
更
す
る
ま

で
、
意
見
要
請
の
文
言
を
修
正
す
る
（m

odify

）
権
限
が
あ
る
と
考
え
た
。
裁
判
所
は
総
会
で
決
議
六
三
／
三
が
審
議
さ
れ
た
際
の
議
題

で
も
、
決
議
の
タ
イ
ト
ル
は
一
方
的
独
立
宣
言
立
案
者
の
同
定
を
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
も
な
く
、
決
議
案
審
議
に
お
い
て
独
立
宣
言
立

一
八
二
〇
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案
者
の
同
定
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
裁
判
所
は
﹁
同
宣
言
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
か
ま
た
は
そ
の
他
の
実

体
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
た
の
か
を
自
由
に
決
定
す
る
﹂
と
結
論
付
け
る
。

　

総
会
の
関
心
事
は
、
独
立
宣
言
は
国
際
法
に
従
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
以
外
に
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
は
同
総
会
決

議
採
択
の
審
議
に
は
な
い
。
議
題
の
タ
イ
ト
ル
、
決
議
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
要
請
さ
れ
た
質
問
の
違
い
に
裁
判
所
は
留
意
し
て
い
る
が
、
そ
の

よ
う
な
点
に
い
か
な
る
重
要
性
が
あ
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。
総
会
が
裁
判
所
に
要
請
し
た
の
は
独
立
宣
言
一
般
に
関
す
る
意
見
で
は
な

く
、
国
連
の
特
定
の
権
能
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
が
採
択
し
た
独
立
宣
言
に
関
す
る
意
見
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
総
会
決
議

六
三
／
三
採
択
に
先
立
っ
て
、
英
国
代
表
は
、
問
題
点
に
関
し
て
総
会
議
長
に
、
以
下
の
よ
う
な
覚
書
を
提
出
し
た
。

　
　
　
　

 　

セ
ル
ビ
ア
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
権
能
に
関
す
る
狭
義
の
質
問
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
か
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
そ
の
質
問
は
現
在
の

コ
ソ
ボ
の
地
位
に
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
、
を
知
る
の
は
有
益
で
あ
ろ
う）
₁₂
（

。

　

独
立
宣
言
採
択
の
時
点
で
、
国
連
に
よ
っ
て
コ
ソ
ボ
人
民
の
代
表
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
の
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
議
会
だ
け
で
あ
る
。
た
と
え

独
立
宣
言
は
同
議
会
が
採
択
し
た
も
の
で
な
い
と
仮
定
し
て
も
、
既
に
内
容
も
範
囲
も
不
明
確
な
質
問
へ
の
解
答
を
拒
否
す
る
た
め
に
、
裁

量
権
を
行
使
す
べ
き
で
は
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
総
会
は
国
連
と
は
関
係
の
な
い
一
〇
〇
人
余
り
が
採
択
し
た
宣
言
に
つ
い
て
は
実
際

に
質
問
し
て
い
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
質
問
に
裁
判
所
が
法
的
意
見
を
付
与
す
る
こ
と
は
期
待
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

過
去
に
は
、
で
き
る
だ
け
十
分
に
対
応
す
る
た
め
に
質
問
を
拡
大
し
た
こ
と
が
あ
る）
₁₃
（

。
勧
告
的
意
見
で
も
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ

た
）
₁₄
（

。
同
様
に
、﹁
不
適
当
に
表
現
さ
れ
、
あ
い
ま
い
﹂
な
質
問
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₁₅
（

。
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
、
す
べ
て
の

適
用
可
能
な
法
を
考
慮
し
、
ま
た
は
紛
ら
わ
し
い
、
不
正
確
な
本
文
を
解
釈
す
る
と
い
う
司
法
的
機
能
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
。
本
件
で
は
独

立
宣
言
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
権
限
の
範
囲
内
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
と
対
象
に
反
し
た
方
法
で
、
裁
判
所
は

質
問
を
修
正
し
た
こ
と
は
な
い
。
裁
判
所
に
付
託
す
る
国
家
と
国
連
機
関
に
は
司
法
的
安
全
性
を
行
き
渡
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ

一
八
二
一
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ら
ず
、
一
定
の
型
に
は
ま
る
よ
う
に
前
も
っ
て
質
問
の
調
整
（adjust

）
ま
で
し
て
裁
量
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
司
法
的

安
全
性
の
価
値
を
著
し
く
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
ろ
う）
₁₆
（

。

３　

論
点

　

国
連
総
会
決
議
六
三
／
三
は
セ
ル
ビ
ア
提
案
の
と
お
り
﹁
コ
ソ
ボ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
よ
る
一
方
的
独
立
宣
言
は
国
際
法
に
従
っ
て
い
る
か
﹂
と

い
う
質
問
に
つ
い
て
勧
告
的
意
見
を
要
請
し
た
。
同
質
問
に
含
ま
れ
る
独
立
宣
言
の
立
案
者
が
誰
で
あ
る
か
に
関
し
て
本
件
手
続
き
で
コ
ソ

ボ
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
で
は
な
く
コ
ソ
ボ
人
民
の
代
表
で
あ
る
と
主
張
し
、
セ
ル
ビ
ア
支
持
諸
国
の
主
張
と
対
立
し
た
。
勧
告
的
意
見
は
独
立
宣

言
立
案
者
の
同
定
は
独
立
宣
言
が
国
際
法
に
従
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
の
回
答
に
影
響
し
う
る
と
し
て
、
総
会
決
議
に
規
定
さ
れ
た
質
問

文
か
ら
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
を
削
除
し
た
質
問
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
総
会
決
議
中
の
質
問
に
あ
る
﹁
一
方
的
﹂
の
文
言
に
つ
い
て
コ
ソ
ボ
は
、

違
法
と
同
義
で
使
用
し
て
お
り
、
偏
見
の
あ
る
用
語
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
勧
告
的
意
見
は
一
方
的
の
文
言
を
除
い
た
質
問
と
し
て
検
討
し

て
い
る
。
勧
告
的
意
見
は
質
問
の
範
囲
を
再
定
式
化
す
る
理
由
は
な
い
と
し
た
が
、
実
際
に
検
討
し
た
の
は
﹁
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
は
国
際
法

に
従
っ
て
い
る
か
﹂
と
い
う
質
問
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

常
設
国
際
司
法
裁
判
所
が
付
与
し
た
勧
告
的
意
見
二
七
件
の
う
ち
三
件
、
国
際
司
法
裁
判
所
が
付
与
し
た
勧
告
的
意
見
二
六
件
の
う
ち
五

件
に
つ
い
て
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
質
問
文
が
修
正
さ
れ
、
ま
た
は
勧
告
的
意
見
要
請
機
関
の
質
問
に
は
完
全
に
は
沿
っ
て
い
な
い
回
答
が
付

与
さ
れ
た）
₁₇
（

。
こ
の
よ
う
な
実
行
に
よ
り
、
質
問
が
法
律
問
題
を
反
映
し
て
い
な
い
場
合
、
適
切
に
定
式
化
さ
れ
て
い
な
い
場
合
ま
た
は
不
明

確
ま
た
は
あ
い
ま
い
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
質
問
の
文
言
か
ら
離
れ
る
権
限
が
あ
る
と
さ
れ
る）
₁₈
（

。

　

反
対
意
見
の
立
場
か
ら
、
ト
ム
カ
裁
判
官
は
勧
告
的
意
見
の
結
論
を
左
右
す
る
よ
う
な
質
問
の
修
正
で
あ
る
と
し
て
反
対
す
る
。
コ
ロ
マ

裁
判
官
お
よ
び
ベ
ヌ
ー
ナ
裁
判
官
は
多
数
意
見
が
質
問
に
含
ま
れ
た
独
立
宣
言
立
案
者
に
関
す
る
文
言
を
修
正
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
先
例

一
八
二
二
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六
七

に
は
見
ら
れ
な
い
変
更
で
あ
る
と
し
て
批
判
す
る
。
ベ
ヌ
ー
ナ
裁
判
官
は
、裁
判
所
は
質
問
を
変
更
ま
た
は
再
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

コ
ソ
ボ
の
質
問
は
そ
の
た
め
の
要
件
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、﹁
質
問
の
対
象
お
よ
び
目
的
に
反
す
る
方
法
で
修
正
﹂
し
規
則
違
反
で
あ
る
と

す
る）
₁₉
（

。
キ
ー
ス
裁
判
官
は
多
数
意
見
の
結
論
は
支
持
す
る
が
、﹁
質
問
を
書
き
換
え
た
先
例
の
中
で
最
も
目
を
見
張
る
（spectacular

）
事

例
で
あ
る
﹂
と
表
現
す
る）
₂₀
（

。
他
方
、
多
数
意
見
の
視
点
か
ら
、
ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
、
適
切
で
は
な
い
と
み
な

す
と
き
は
、
要
請
さ
れ
た
質
問
を
、
よ
り
明
確
に
な
る
よ
う
に
再
定
式
化
す
る
権
利
が
あ
り
、
そ
の
法
的
根
拠
が
先
例
に
は
十
分
に
あ
る
と

す
る）
₂₁
（

。
シ
ン
マ
裁
判
官
は
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
禁
止
規
則
の
不
存
在
は
、
積
極
的
な
許
容
規
則
の
存
在
ま
た
は
﹁
法
的
に
中
立
﹂
な
行

為
と
さ
れ
る
こ
と
と
は
同
一
で
は
な
い
と
し
て
、
多
数
意
見
の
採
用
す
る
方
法
論
を
批
判
す
る
。
質
問
の
変
更
に
関
す
る
合
法
性
に
つ
い
て

は
先
例
に
お
い
て
も
議
論
が
あ
り）
₂₂
（

、
本
件
勧
告
的
意
見
に
関
す
る
論
評
に
お
い
て
も
、
総
会
決
議
六
三
／
三
の
質
問
文
に
含
ま
れ
て
い
た
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
文
言
を
勧
告
的
意
見
が
削
除
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
と
す
る
も
の
が
あ
る）
₂₃
（

。
結
果
的
に
、
本
件
に
お
け
る
質
問
の
文
言
の
変

更
は
コ
ソ
ボ
の
主
張
に
沿
っ
て
い
る
。

（
七
）　

事
実
の
概
要

１　

意
見
要
旨

　
（
１
）　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

独
立
宣
言
は
そ
れ
を
採
択
に
至
ら
せ
た
事
実
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
内
で
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
裁
判
所
は
暫
定
統
治
を
保

障
す
る
た
め
に
採
択
さ
れ
た
安
保
理
決
議
一
二
四
四
の
枠
組
み
と
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
規
則
の
関
連
す
る
性
質
を
概
観
す
る
。
そ
の
後
で
﹁
最
終
的

地
位
プ
ロ
セ
ス
﹂
に
関
す
る
展
開
を
概
観
す
る
。（para. 57

）

一
八
二
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（
２
）　

暫
定
統
治
枠
組

　

安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
お
い
て
安
保
理
は
﹁
重
大
な
人
道
的
状
況
を
解
決
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
﹂。
同
決
議
は
コ
ソ
ボ
に
お
け
る
武

力
紛
争
を
停
戦
状
態
に
し
、
国
連
事
務
総
長
に
暫
定
統
治
を
提
供
す
る
た
め
の
国
際
文
民
プ
レ
ゼ
ン
ス
創
設
の
権
限
を
認
め
た
。
同
決
議
パ

ラ
グ
ラ
フ
三
は
﹁
こ
と
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
共
和
国
（
Ｆ
Ｒ
Ｙ
）
が
コ
ソ
ボ
に
お
け
る
暴
力
お
よ
び
抑
圧
を
即
時
に
検
証
可
能
な
形
で

終
息
し
、
す
べ
て
の
軍
事
、
警
察
お
よ
び
準
軍
事
組
織
を
迅
速
な
日
程
に
従
っ
て
コ
ソ
ボ
か
ら
の
完
全
か
つ
検
証
可
能
な
段
階
的
撤
退
を
開

始
す
る
﹂
よ
う
要
請
し
た
。
同
決
議
パ
ラ
グ
ラ
フ
五
に
従
い
、
安
保
理
は
コ
ソ
ボ
に
お
い
て
国
連
の
支
援
の
下
で
、
国
際
文
民
お
よ
び
安
全

保
障
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
展
開
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
Ｆ
Ｒ
Ｙ
に
よ
る
同
意
を
歓
迎
し
た
。
安
全
保
障
プ
レ
ゼ
ン
ス

の
権
限
お
よ
び
責
任
は
安
保
理
決
議
一
二
四
四
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
七
お
よ
び
九
に
明
記
さ
れ
た
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
一
五
は
コ
ソ
ボ
解
放
軍
（
Ｋ
Ｌ

Ａ
）
そ
の
他
の
コ
ソ
ボ
・
ア
ル
バ
ニ
ア
民
族
武
装
集
団
に
す
べ
て
の
敵
対
的
行
為
を
停
止
し
、
武
装
解
除
の
条
件
に
従
う
よ
う
要
請
す
る
。

　

安
保
理
決
議
一
二
四
四
採
択
の
直
前
、
一
九
九
九
年
六
月
九
日
の
軍
事
技
術
協
定
（M

ilitary Technical A
greem

ent

）
に
お
い
て
既

に
一
連
の
措
置
を
通
じ
て
実
施
は
始
ま
り
、
同
協
定
一
条
二
は
Ｋ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
の
展
開
を
規
定
し
、﹁
コ
ソ
ボ
に
お
い
て
コ
ソ
ボ
の
す
べ
て
の
市

民
の
た
め
の
安
全
な
環
境
を
樹
立
し
維
持
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
必
要
な
行
動
を
と
る
権
限
を
付
与
さ
れ
、
妨
害
な
く
活
動
す
る
こ
と
﹂
を

認
め
た
。
軍
事
技
術
協
定
も
ま
た
安
保
理
決
議
一
二
四
四
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
四
に
あ
る
よ
う
に
、﹁
合
意
さ
れ
た
人
数
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア

お
よ
び
セ
ル
ビ
ア
の
軍
事
お
よ
び
警
察
要
員
﹂
を
除
き
、
Ｆ
Ｒ
Ｙ
の
陸
お
よ
び
空
軍
の
撤
退
を
規
定
す
る
。

　

同
決
議
パ
ラ
グ
ラ
フ
一
一
は
次
の
よ
う
に
コ
ソ
ボ
に
お
け
る
国
際
文
民
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
主
要
な
責
任
を
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

 

ａ
付
属
書
二
お
よ
び
ラ
ン
ブ
イ
エ
合
意
を
十
分
考
慮
し
て
、
最
終
的
解
決
ま
で
、
コ
ソ
ボ
に
お
い
て
高
度
の
自
治
お
よ
び
自
治
行

政
の
確
立
を
促
進
し
、

　
　
　
　

 

ｂ
必
要
で
あ
る
限
り
、
基
本
的
文
民
行
政
機
能
を
果
た
し
、

一
八
二
四
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ｃ
政
治
的
解
決
に
至
る
ま
で
民
主
的
自
律
的
自
治
の
た
め
の
暫
定
制
度
発
展
を
組
織
・
監
督
し
、

　
　
　
　

 

ｄ
コ
ソ
ボ
の
地
域
的
制
度
そ
の
他
の
平
和
構
築
活
動
強
化
を
監
督
か
つ
支
援
し
つ
つ
そ
の
行
政
責
任
を
移
譲
し
、

　
　
　
　

 
ｅ
ラ
ン
ブ
イ
エ
合
意
を
考
慮
し
て
コ
ソ
ボ
の
将
来
の
地
位
を
計
画
す
る
政
治
的
プ
ロ
セ
ス
を
促
進
し
、

　
　
　
　

 
ｆ
最
終
段
階
に
お
い
て
は
コ
ソ
ボ
暫
定
自
治
政
府
諸
機
構
か
ら
政
治
解
決
の
下
で
設
置
さ
れ
る
諸
機
構
へ
の
権
限
移
譲
を
監
督

し
、

　

一
九
九
九
年
六
月
一
二
日
、
事
務
総
長
は
安
保
理
に
﹁
文
民
プ
レ
ゼ
ン
ス
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
の
組
織
の
全
般
的
な
構
成
の
た
め
の
予
備
的
実

施
概
念
を
提
示
し
た
。
一
九
九
九
年
七
月
二
五
日
、
初
代
事
務
総
長
特
別
代
表
は
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
規
則
一
九
九
九
／
一
を
公
布
し
た
。
同
第
一

節
一
は
﹁
司
法
行
政
を
含
む
す
べ
て
の
立
法
お
よ
び
行
政
権
は
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
に
付
与
さ
れ
、
事
務
総
長
特
別
代
表
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
﹂

と
規
定
す
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
規
則
一
九
九
九
／
二
四
第
一
節
一
は
﹁
コ
ソ
ボ
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
法
は
ａ
事
務
総
長
特
別
代
表
に
よ
っ
て

公
布
さ
れ
る
規
則
お
よ
び
同
様
に
公
布
さ
れ
る
付
随
的
文
書
、お
よ
び
ｂ
一
九
八
九
年
三
月
二
二
日
時
点
で
コ
ソ
ボ
に
お
い
て
効
力
あ
る
法
﹂

と
規
定
す
る
。

　

安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
挙
げ
ら
れ
た
権
限
お
よ
び
責
任
は
暫
定
自
治
の
た
め
の
憲
法
枠
組）
₂₄
（

に
よ
り
詳
細
に
規
定
さ
れ
、
事
務
総
長
特
別

代
表
と
コ
ソ
ボ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
の
間
の
コ
ソ
ボ
統
治
に
関
す
る
責
任
を
定
義
す
る
。
憲
法
枠
組
一
二
章
の
下
で
事
務
総
長
特
別
代
表
に
委
任
さ

れ
た
役
割
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　

 　
﹁
憲
法
枠
組
の
下
で
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
責
任
の
履
行
は
、
安
保
理
決
議
一
二
四
四
の
完
全
な
実
施
の
た
め
の
事
務
総
長
特
別
代
表
、

そ
の
職
員
お
よ
び
そ
の
機
関
の
権
限
に
影
響
す
る
も
の
で
も
権
限
を
減
ず
る
も
の
で
も
な
く
、
安
保
理
決
議
一
二
四
四
ま
た
は
本

憲
法
枠
組
に
一
致
し
な
い
彼
ら
の
行
為
に
適
切
な
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。﹂

　

さ
ら
に
憲
法
枠
組
二
章
ａ
に
よ
れ
ば
﹁
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
そ
の
職
員
は
安
保
理
決
議
一
二
四
四
お
よ
び
憲
法
枠
組
の
規
定
に
合
致
す
る
よ
う
に

一
八
二
五
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権
限
を
行
使
す
る
・
・
・
﹂
と
さ
れ
、
同
様
に
、
憲
法
枠
組
前
文
第
九
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
よ
れ
ば
、﹁
コ
ソ
ボ
に
お
け
る
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
責
任
履

行
は
安
保
理
決
議
一
二
四
四
実
施
の
た
め
の
事
務
総
長
特
別
代
表
の
最
終
的
権
限
に
影
響
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
減
ず
る
こ
と
も
な
い
﹂
と

さ
れ
る
。
二
〇
〇
一
年
六
月
七
日
安
保
理
へ
の
定
期
報
告
書
に
お
い
て
事
務
総
長
は
憲
法
枠
組
が
以
下
を
含
む
と
述
べ
た
。

　
﹁
安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
一
致
し
な
い
い
か
な
る
行
為
に
も
介
入
し
か
つ
是
正
す
る
事
務
総
長
特
別
代
表
の
広
範
な
権
限
は
、
必

要
な
場
合
に
は
議
会
立
法
へ
の
拒
否
権
を
含
む
。﹂）
₂₅
（

（para. 58-63

）

　
（
３
）　

二
〇
〇
八
年
二
月
一
七
日
以
前

　

二
〇
〇
五
年
六
月
、
事
務
総
長
は
カ
イ
・
ア
イ
デ
（K

ai E
ide

）
氏
を
事
務
総
長
特
使
と
し
て
任
命
し
、
コ
ソ
ボ
の
包
括
的
再
検
討
を
指

示
し
た
。
同
事
務
総
長
特
使
は
事
務
総
長
へ
の
報
告
書
に
お
い
て
、
最
終
的
地
位
プ
ロ
セ
ス
を
開
始
す
る
旨
、
安
保
理
内
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
あ
る
と
報
告
し
た
。
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
事
務
総
長
は
マ
ル
テ
ィ
・
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
氏
を
最
終
的
地
位
プ
ロ
セ
ス
の
た
め
の
特
使
に

任
命
し
、
安
保
理
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
特
使
へ
の
﹁
委
任
事
項
（Term

s of R
eference

）﹂
に
関
す
る
文
書
で
、
特
使
は
プ
ロ
セ
ス

の
い
か
な
る
段
階
で
も
事
務
総
長
（
の
も
と
）
へ
帰
還
し
う
る
、
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
委
任
事
項
に
お
い
て
、﹁
将
来
の
地
位
プ
ロ
セ
ス
の

進
捗
度
、
期
間
は
、
当
事
者
と
の
協
力
お
よ
び
状
況
を
考
慮
し
て
特
使
が
決
定
す
る
﹂）
₂₆
（

と
さ
れ
た
。

　

安
保
理
事
国
は
、
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
氏
指
名
に
関
す
る
同
意
に
コ
ン
タ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
（
仏
、
独
、
伊
、
露
、
英
、
米
）
の
指
導
原
則

を
添
付
し
、
同
原
則
は
事
務
総
長
の
事
項
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
示
唆
し
た
。
指
導
原
則
は
、﹁
交
渉
に
よ
る
解
決
は
国
際
的
に
優
先

さ
れ
、
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、
阻
止
で
き
ず
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ン
タ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
は
当
事
者
に
誠
実
か
つ

建
設
的
に
、
一
方
的
行
動
を
控
え
、
い
か
な
る
暴
力
形
態
も
拒
否
す
る
よ
う
要
請
し
、
安
保
理
は
本
問
題
の
情
報
把
握
を
積
極
的
に
継
続
し
、

最
終
的
決
定
は
安
保
理
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
規
定
す
る）
₂₇
（

。

一
八
二
六
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二
〇
〇
六
年
二
月
二
〇
日
か
ら
九
月
八
日
の
期
間
、
交
渉
が
重
ね
ら
れ
、
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
コ
ソ
ボ
代
表
が
、
こ
と
に
コ
ソ
ボ
の
政
府
お

よ
び
行
政
機
能
、
文
化
遺
産
お
よ
び
宗
教
的
遺
跡
の
分
権
、
経
済
問
題
お
よ
び
共
同
体
の
権
利
に
つ
い
て
意
見
表
明
し
た
。
事
務
総
長
報
告

に
よ
れ
ば
、﹁
当
事
者
は
ほ
と
ん
ど
の
事
項
に
関
し
て
真
っ
向
か
ら
対
立
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。﹂）
₂₈
（

二
〇
〇
七
年
二
月
二
日
、
特
使
は
コ
ソ
ボ

の
地
位
解
決
の
た
め
の
包
括
的
提
案
を
当
事
者
に
提
示
し
、
協
議
プ
ロ
セ
ス
開
始
を
招
請
し
た
。
二
〇
〇
七
年
三
月
一
〇
日
、
包
括
的
提
案

の
た
め
の
最
終
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
が
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
事
務
総
長
に
は
﹁
当
事
者
間
に
は
い
か
な
る
進
展
も
な
か
っ
た
﹂）
₂₉
（

と
報
告
さ

れ
た
。

　

二
〇
〇
七
年
三
月
二
六
日
、
特
使
は
安
保
理
に
報
告
書
を
提
出
し
た
。
特
使
は
﹁
直
接
対
話
、
両
当
事
者
間
交
渉
お
よ
び
専
門
家
の
協
議

が
一
年
以
上
経
過
し
た
が
、
当
事
者
は
コ
ソ
ボ
の
将
来
の
地
位
に
つ
い
て
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
﹂）
₃₀
（

と

述
べ
た
。

　

特
使
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
。

　
　
　
　

 　
﹁
私
見
で
は
、
何
ら
か
の
相
互
に
合
意
し
う
る
結
果
を
生
み
出
す
た
め
の
当
事
者
の
潜
在
力
は
尽
く
さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
形

態
で
あ
れ
、
こ
れ
以
上
の
い
か
な
る
話
し
合
い
も
こ
の
膠
着
状
態
を
克
服
し
え
な
い
。

　
　
　
　

 　

コ
ソ
ボ
の
地
位
を
解
決
す
る
時
が
き
た
。
コ
ソ
ボ
の
最
近
の
歴
史
、
今
日
の
現
実
お
よ
び
他
の
当
事
者
と
の
交
渉
を
考
慮
し
、

唯
一
の
可
能
な
選
択
肢
は
当
面
の
期
間
、
国
際
社
会
の
監
督
下
に
置
か
れ
た
独
立
で
あ
る
。﹂

　

特
使
の
結
論
は
包
括
的
提
案）
₃₁
（

に
添
付
さ
れ
た
。
包
括
的
提
案
は
コ
ソ
ボ
憲
法
起
草
の
た
め
の
憲
法
委
員
会
を
即
時
に
招
集
し
、
一
二
〇
日

以
内
に
コ
ソ
ボ
議
会
で
採
択
し
（A

rt. 10.4

）、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
任
務
は
一
二
〇
日
の
移
行
期
間
後
、
コ
ソ
ボ
自
治
政
府
当
局
に
包
括
的
に
委

譲
す
る
（A

rt. 15.1

）
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。
事
務
総
長
は
特
使
の
報
告
書
と
包
括
的
提
案
を
完
全
に
支
持
し
、
安
保
理
事
国
に
回
覧
さ
れ

た
が
、
採
択
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
撤
回
さ
れ
た
。

一
八
二
七
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二
〇
〇
七
年
八
月
九
日
か
ら
一
二
月
三
日
ま
で
、
ト
ロ
イ
カ
（
Ｅ
Ｕ
、
ロ
シ
ア
、
米
国
）
に
よ
る
さ
ら
な
る
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇

七
年
一
二
月
四
日
、
ト
ロ
イ
カ
は
以
下
の
よ
う
な
結
論
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。﹁
当
事
者
は
コ
ソ
ボ
の
地
位
に
関
し
て
合
意
に
達
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
ま
た
主
権
の
基
本
的
問
題
に
つ
い
て
も
譲
歩
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
。﹂
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
七
日
、
コ
ソ
ボ
議
会
選
挙

が
実
施
さ
れ
、
三
〇
の
自
治
体
議
会
お
よ
び
知
事
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
一
月
四
日
、
コ
ソ
ボ
議
会
初
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

（paras.64-73

）

　
（
４
）　

二
〇
〇
八
年
二
月
一
七
日
以
降

　

二
〇
〇
八
年
二
月
一
七
日
に
独
立
宣
言
を
採
択
し
た
こ
と
は
こ
の
経
緯
に
逆
行
す
る
。
独
立
宣
言
は
関
連
す
る
部
分
に
お
い
て
、
同
立
案

者
は
﹁
二
〇
〇
八
年
二
月
一
七
日
、
特
別
会
を
開
催
し
﹂（
前
文
第
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）、﹁
コ
ソ
ボ
の
将
来
の
政
治
的
地
位
問
題
に
関
す
る
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
お
よ
び
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
と
の
国
際
的
に
仲
介
さ
れ
た
交
渉
を
想
起
し
﹂、﹁
相
互
に
受
け
入
れ
可
能
な
コ
ソ
ボ
の
地
位
に
つ
い

て
は
、
い
か
な
る
合
意
も
不
可
能
で
あ
っ
た
の
は
遺
憾
と
す
る
﹂（
前
文
第
一
〇
お
よ
び
一
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
立
案
者

は
﹁
同
人
民
の
将
来
の
地
位
に
関
し
て
彼
ら
に
明
確
に
し
、
過
去
の
紛
争
を
乗
り
越
え
、
社
会
の
完
全
な
民
主
的
潜
在
力
を
実
現
す
る
た
め

に
、
そ
の
地
位
を
解
決
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
﹂（
前
文
第
一
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
と
宣
言
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
二
月
一
七
日
、
独
立
宣
言
本
文
は
言
う
。

　
　
　
　
　

一 　

我
ら
、
民
主
的
に
選
出
さ
れ
た
人
民
の
指
導
者
は
、
コ
ソ
ボ
が
独
立
主
権
国
家
で
あ
る
と
宣
言
し
、
こ
の
宣
言
は
人
民
の

意
思
を
反
映
し
特
使
の
勧
告
お
よ
び
コ
ソ
ボ
の
地
位
解
決
の
た
め
の
包
括
的
提
案
に
完
全
に
従
い
、

　
　
　
　
　

五 　

安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
基
づ
い
て
コ
ソ
ボ
に
設
置
さ
れ
た
国
際
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
通
じ
た
民
主
的
発
展
の
国
際
社
会
に
よ

る
継
続
的
支
持
を
歓
迎
し
、
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
計
画
の
実
施
監
督
の
た
め
の
文
民
プ
レ
ゼ
ン
ス
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
ル
ー
ル
・
オ
ブ
・

一
八
二
八



（　
　
　
　

）

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

七
三

ロ
ー
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
歓
迎
し
、

　
　
　
　
　

九 　

Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
が
代
表
し
て
締
結
さ
れ
た
も
の
も
含
め
、
コ
ソ
ボ
の
国
際
義
務
を
約
束
し
、

　
　
　
　
　

一 

二　

我
ら
は
こ
こ
に
、
コ
ソ
ボ
が
、
こ
と
に
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
計
画
の
下
で
の
義
務
を
含
め
、
本
宣
言
の
規
定
に
法
的
に
拘

束
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
我
ら
は
す
べ
て
の
諸
国
が
本
宣
言
に
依
拠
す
る
権
利
が
あ
る
と
公
に
宣
言
す
る
。

　

独
立
宣
言
は
コ
ソ
ボ
議
会
議
員
一
二
〇
議
席
中
、
首
相
を
含
む
一
〇
九
票
お
よ
び
大
統
領
の
賛
成
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
。
コ
ソ
ボ
・
セ

ル
ビ
ア
民
族
を
代
表
す
る
一
〇
議
員
お
よ
び
ゴ
ラ
ニ
民
族
の
一
議
員
は
同
会
議
を
欠
席
し
た
。
同
宣
言
は
二
枚
の
パ
ピ
ル
ス
シ
ー
ト
に
記
載

さ
れ
、
読
み
上
げ
ら
れ
、
表
決
さ
れ
そ
し
て
出
席
し
た
す
べ
て
の
議
員
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
が
、
事
務
総
長
特
別
代
表
に
は
送
付
さ
れ
ず
、

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
官
報
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
独
立
宣
言
採
択
後
、
セ
ル
ビ
ア
は
事
務
総
長
に
議
会
が
独
立
宣
言
を
採
択
し
た
こ
と
を
通
報

し
、
セ
ル
ビ
ア
に
お
い
て
も
、
ま
た
国
際
法
秩
序
に
お
い
て
も
法
的
効
果
を
も
た
な
い
と
述
べ
た）
₃₂
（

。
セ
ル
ビ
ア
の
要
請
に
よ
り
二
〇
〇
八
年

二
月
一
八
日
、
安
保
理
緊
急
会
議
が
開
催
さ
れ
、
セ
ル
ビ
ア
大
統
領
ボ
リ
ス
・
タ
ジ
ッ
チ
が
出
席
し
、
独
立
宣
言
は
セ
ル
ビ
ア
議
会
に
よ
り

無
効
と
宣
言
さ
れ
た
違
法
行
為
で
あ
る
と
し
て
非
難
し
た
。（paras.74-77

）

２　

個
別
意
見
要
旨

（
１
）　

ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
個
別
意
見

　

本
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
裁
判
所
は
事
実
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
い
る
。
裁
判
所
構
成
員
と
し
て
、
個
別
意
見
に
お
い

て
、
裁
判
所
は
コ
ソ
ボ
の
重
大
な
人
道
的
危
機
に
つ
い
て
の
慎
重
な
検
討
を
必
要
な
し
と
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
か
ん
が
み
、
事
実
と
し

て
の
背
景
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
本
勧
告
的
意
見
の
た
め
に
裁
判
所
に
要
請
さ
れ
た
問
題
の
事
実
的
背
景
お
よ
び
コ
ン

テ
ク
ス
ト
を
扱
う
に
当
た
り
、
裁
判
所
は
先
例
に
お
い
て
、
勧
告
的
意
見
要
請
の
承
認
に
至
っ
た
事
実
全
体
の
慎
重
な
考
察
が
適
切
で
あ
る

一
八
二
九
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際
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と
み
な
し
た
、
と
い
う
事
実
に
注
目
す
る
。

　

南
西
ア
フ
リ
カ
事
件）
₃₃
（

、
西
サ
ハ
ラ
事
件）
₃₄
（

、
壁
事
件）
₃₅
（

、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
領
に
お
け
る
軍
事
活
動
事
件）
₃₆
（

と
い
っ
た
事
例
で
は
裁
判
所
は
宣

言
に
先
立
ち
、
事
例
の
事
実
的
背
景
お
よ
び
管
轄
権
を
認
め
る
に
至
っ
た
事
項
に
関
し
て
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
詳
述
し
て
い
る
。
本
件
に
お

い
て
裁
判
所
は
い
わ
ゆ
る
司
法
的
﹁
裁
量
権
﹂
と
い
う
通
常
の
点
に
つ
い
て
は
非
常
に
注
目
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
的
背
景
に
は
簡

単
に
概
観
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
は
奇
妙
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
安
保
理
決
議
一
二
四
四
採
択
、
お
よ
び
そ
の
後
の
出
来
事
そ
し
て
コ
ソ
ボ
独
立

宣
言
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
は
ま
さ
し
く
コ
ソ
ボ
の
人
道
的
大
惨
事
で
あ
る
。
コ
ソ
ボ
の
重
大
な
人
道
的
危
機
は
一
九
八
九
年

－

一

九
九
九
年
の
一
〇
年
間
を
通
じ
て
、
国
際
の
平
和
と
安
全
へ
の
継
続
的
脅
威
の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
死
者
、
重
症
者
お
よ
び
恐
ろ
し
い
被
害

を
も
た
ら
し
た
人
道
的
悲
劇
が
、
安
保
理
決
議
一
二
四
四
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
存
続
し
て
い
た
。
裁
判
所
は
勧
告
的
意
見
要
請
の
承
認
に
至

っ
た
問
題
の
事
実
の
全
体
像
を
慎
重
に
詳
述
し
よ
う
と
し
た
。

　

本
件
で
は
、
裁
判
所
は
裁
量
権
に
関
連
す
る
実
行
に
は
多
く
の
注
意
を
払
う
決
定
を
し
な
が
ら
、
本
勧
告
的
意
見
の
目
的
の
た
め
に
総
会

が
要
請
し
た
質
問
の
背
景
に
あ
る
事
実
に
は
わ
ず
か
な
注
意
し
か
払
わ
な
い
の
は
奇
妙
で
あ
る
。
安
保
理
決
議
一
二
四
四
の
採
択
お
よ
び
、

そ
れ
に
続
き
コ
ソ
ボ
当
局
に
よ
る
独
立
宣
言
と
い
う
結
果
に
ま
で
至
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
コ
ソ
ボ
に
お
け
る
人
道
的
大
惨
事
の

存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
勧
告
的
意
見
の
た
め
に
コ
ソ
ボ
の
人
道
的
大
惨
事
に
は
慎
重
に
注
意
を
払
う
価
値
が
あ
る
、
裁
判
所
は
勧
告
的

意
見
要
請
の
背
景
に
あ
る
事
実
お
よ
び
全
体
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
し
っ
か
り
と
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
安
保
理
決
議
一
二
四
四

が
採
択
さ
れ
る
一
九
九
九
年
ま
で
の
一
〇
年
間
、
重
大
な
人
道
危
機
が
存
在
し
て
い
た
。

　

実
際
、
事
実
的
背
景
の
大
部
分
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
回
避
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年

－

二
〇
〇
九
年
の
出
来
事
に
集
中
す
る
だ
け
で
十
分
だ
と

み
な
し
た
よ
う
で
あ
る
。
事
実
的
背
景
お
よ
び
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
抽
出
す
る
こ
と
な
し
に
は
安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
つ
い
て
も
、
ま
た
コ

ソ
ボ
独
立
宣
言
に
つ
い
て
も
正
確
に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
八
三
〇
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一
九
八
九
年
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
憲
法
改
正
の
結
果
、
コ
ソ
ボ
の
自
治
州
の
地
位
は
剥
奪
さ
れ
、
独
立
を
求
め
る
と
い
う
コ
ソ
ボ
の
対
応

お
よ
び
緊
張
を
も
た
ら
し
た
。
人
道
的
危
機
が
派
生
し
、
一
九
九
〇
年
以
降
の
期
間
は
、
セ
ル
ビ
ア
当
局
に
よ
る
コ
ソ
ボ
の
ア
ル
バ
ニ
ア
系

住
民
の
大
部
分
に
対
す
る
制
度
的
差
別
、
継
続
的
か
つ
重
大
な
人
権
侵
害
が
進
行
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
期
に
は
、
危
機
は
悪
化
し
、
民

族
浄
化
お
よ
び
人
権
お
よ
び
国
際
人
道
法
の
重
大
な
違
反
が
あ
っ
た
。

　

本
件
手
続
き
過
程
に
お
い
て
、
参
加
者
の
中
に
は
コ
ソ
ボ
の
状
況
を
特
別
の
状
況
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
に
関
心
を
持
つ
意
見
が
あ
っ

た
。
こ
の
関
心
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
帰
結
で
あ
ろ
う
と
、
先
例
創
設
へ
の
強
い
関
心
で
あ
る
。
あ
る
事
例
は
共
通
の

歴
史
的
特
徴
を
共
有
す
る
が
、
他
の
事
例
は
む
し
ろ
国
連
法
の
枠
組
み
に
お
い
て
も
特
別
の
様
相
を
示
し
う
る
。
各
事
例
の
歴
史
は
平
和
的

紛
争
解
決
の
継
続
的
試
み
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
、
そ
れ
は
原
因
お
よ
び
付
帯
現
象
（epiphenom

ena

）
を
も
構
成
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
も
ま
た
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₃₇
（

。

３　

論
点

　

セ
ル
ビ
ア
陳
述
書
は
コ
ソ
ボ
の
歴
史
的
経
緯
に
関
し
、
一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
の
時
代
か
ら
説
き
起
こ
し
、
数
世
紀
に
わ
た
る
コ
ソ
ボ

の
歴
史
を
詳
述
し
、
コ
ソ
ボ
が
法
的
に
も
政
治
的
に
も
セ
ル
ビ
ア
の
支
配
下
に
あ
り
、
コ
ソ
ボ
領
土
に
関
す
る
権
原
が
セ
ル
ビ
ア
に
あ
る
こ

と
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
。

　

勧
告
的
意
見
は
そ
の
よ
う
な
セ
ル
ビ
ア
に
よ
る
歴
史
的
陳
述
に
は
触
れ
ず
、﹁
事
実
の
概
要
﹂（para.57-77

）
と
し
て
安
保
理
決
議
一
二

四
四
採
択
以
降
に
限
定
し
、
コ
ソ
ボ
の
最
終
的
地
位
に
関
す
る
交
渉
過
程
に
つ
い
て
具
体
的
に
詳
述
し
た
後
、
そ
の
最
終
部
分

（paras.74-77

）
に
お
い
て
﹁
人
民
の
意
思
﹂
の
表
明
を
含
め
、
独
立
宣
言
採
択
の
経
緯
に
触
れ
て
い
る
。
勧
告
的
意
見
に
お
け
る
以
上
の

よ
う
な
文
脈
は
、
安
保
理
決
議
一
二
四
四
採
択
お
よ
び
国
連
暫
定
統
治
に
続
き
、
コ
ソ
ボ
の
最
終
的
地
位
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

一
八
三
一
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る
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
こ
の
間
の
交
渉
を
通
じ
て
可
能
な
解
決
手
段
が
尽
く
さ
れ
、
最
終
的
地
位
プ
ロ
セ
ス
の
完
了
後
に
独
立
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
こ
こ
で
事
実
の
概
要
と
し
て
勧
告
的
意
見
が
取
り
上
げ
て
い
る
要
因
は
、
救
済
的
分
離
の
理
論
に
お
け
る

二
つ
の
要
件
の
う
ち
の
手
続
的
要
件
に
含
ま
れ
る
要
因
と
共
通
す
る
。

　

ま
た
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
独
立
宣
言
本
文
パ
ラ
グ
ラ
フ
一
は
独
立
宣
言
が
コ
ソ
ボ
人
民
の
意
思
の
表
明
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
シ

ン
マ
裁
判
官
宣
言
は
、
独
立
宣
言
が
﹁
人
民
の
意
思
﹂
と
明
示
し
て
い
る
事
実
は
﹁
自
決
の
行
使
と
み
ら
れ
る
こ
と
と
か
な
り
明
確
に
関
係

す
る
﹂
と
指
摘
す
る
。
ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
は
多
数
意
見
の
立
場
か
ら
勧
告
的
意
見
に
関
し
て
、
独
立
宣
言
に
至
っ
た
原
因
を
含
め
、
事

実
と
し
て
の
複
合
的
要
素
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

（
八
）　

勧
告
的
意
見
に
関
す
る
管
轄
権
お
よ
び
裁
量
権

　

勧
告
的
意
見
に
お
い
て
裁
判
官
の
間
に
管
轄
権
に
関
す
る
反
対
意
見
は
な
か
っ
た
が
、
裁
量
権
を
行
使
し
て
意
見
要
請
を
拒
否
す
べ
き
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
（
九
対
五
）、
五
人
の
裁
判
官
が
意
見
の
付
与
に
反
対
の
立
場
か
ら
、
ト
ム
カ
裁
判
官
（
副
裁
判
長
）

が
宣
言
を
、
コ
ロ
マ
裁
判
官
、
ベ
ヌ
ー
ナ
裁
判
官
お
よ
び
ス
コ
ト
ニ
コ
フ
裁
判
官
が
そ
れ
ぞ
れ
反
対
意
見
を
、
そ
し
て
キ
ー
ス
裁
判
官
が
多

数
意
見
の
結
論
に
は
同
意
す
る
立
場
か
ら
個
別
意
見
を
表
明
し
た
。
そ
の
他
の
九
人
の
裁
判
官
は
要
請
を
断
る
べ
き
決
定
的
理
由
は
な
い
と

し
て
、
裁
判
所
は
勧
告
的
意
見
の
付
与
を
決
定
し
た
。

１　

意
見
要
旨

（
１
） 

裁
量
権
の
意
義
と
裁
判
所
の
姿
勢

　

裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

一
八
三
二



（　
　
　
　

）

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

七
七

　
　
　
　

 　
﹁
裁
判
所
は
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
六
五
条
一
項
が
﹃
裁
判
所
は
勧
告
的
意
見
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
・
・
﹄
と
規
定

す
る
の
は
、
管
轄
権
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
で
も
裁
判
所
は
勧
告
的
意
見
を
拒
否
す
る
裁
量
権
を
有
し
て
い
る
と
い
う
意

味
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
繰
り
返
し
想
起
し
た
。﹂）
₃₈
（

　

勧
告
的
意
見
要
請
に
対
応
す
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
裁
量
権
が
存
在
す
る
の
は
、
裁
判
所
の
司
法
的
機
能
へ
の
信
頼
性
と
国
連
の
主
要
司

法
機
関
と
し
て
の
裁
判
所
の
特
質
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る）
₃₉
（

。

　

勧
告
的
意
見
の
返
答
は
﹁
同
機
構
の
活
動
へ
の
参
加
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
、
拒
否
す
べ
き
で
は
な
い
﹂
と
い
う
事
実
を
、

裁
判
所
は
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
ゆ
え
に
裁
判
所
の
先
例
は
一
貫
し
て
、
管
轄
権
内
の
勧
告
的
意
見
要
請
を
拒
否
し
う
る
の
は
﹁
決
定
的
理

由
﹂
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
き
た
。
本
件
に
お
い
て
司
法
的
機
能
を
行
使
す
る
の
に
十
分
な
適
切
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
先
の

管
轄
権
を
踏
ま
え
、
決
定
的
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
慎
重
に
検
討
し
た
。（paras.29-31

）

　
（
２
）
意
見
要
請
の
動
機

　

本
手
続
き
参
加
者
か
ら
表
明
さ
れ
た
議
論
の
一
つ
は
、
要
請
の
背
後
に
あ
る
動
機
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
参
加
者
は
、
勧
告

的
意
見
要
請
に
関
す
る
総
会
決
議
案
の
単
独
提
案
国
に
よ
る
声
明
に
注
目
し
た
。

﹁
一
方
的
独
立
宣
言
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
国
際
法
に
従
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
ま
だ
懸
案
中
の

多
く
の
諸
国
の
た
め
に
、
裁
判
所
の
意
見
は
政
治
的
に
中
立
で
し
か
も
司
法
的
に
権
威
の
あ
る
指
針
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
同
提
案
へ
の
支
持
は
ま
た
基
本
原
則

－

す
な
わ
ち
国
連
の
い
か
な
る
加
盟
国
も
き
わ
め
て
重
大
と
み
な
す
事
項
に
関
し
て
、

単
純
で
基
本
的
な
質
問
を
裁
判
所
に
提
起
す
る
と
い
う
権
利

－

を
再
確
認
す
る
の
に
有
益
で
あ
る
。
同
案
へ
の
反
対
票
は
、
実

は

－

現
在
ま
た
は
将
来

－

い
か
な
る
国
家
も
国
連
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
司
法
的
手
段
を
追
求
す
る
権
利
を
否
定
す
る
一
票
と
い

一
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う
こ
と
に
な
ろ
う
。﹂）
₄₀
（

　

こ
れ
ら
の
参
加
者
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
の
意
見
は
総
会
を
支
援
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
特
定
の
国
家
を
利
す
る
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
こ
の
声
明
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
回
答
を
拒
否
す
べ
き
と
い
う
。

　

勧
告
的
意
見
の
管
轄
権
は
国
家
の
司
法
的
手
段
の
形
式
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
憲
章
九
六
条
二
項
に
従
っ
て
総
会
に
は
特
別
に
権
利
が
認

め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
権
利
は
総
会
、
安
保
理
の
み
な
ら
ず
国
連
お
よ
び
そ
の
機
関
が
当
該
活
動
を
支
援
し
て
も
ら
う
た
め
の
手

段
で
あ
る
。
勧
告
的
意
見
は
国
家
で
は
な
く
、
要
請
機
関
に
対
し
て
付
与
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に
こ
の
理
由
に
よ
り
、
勧
告
的
意
見
要

請
を
提
案
ま
た
は
決
議
案
を
支
持
し
た
個
々
の
諸
国
の
動
機
は
、要
請
に
応
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
裁
量
権
の
行
使
に
は
関
係
し
な
い
。

核
兵
器
事
件
勧
告
的
意
見
が
示
し
た
よ
う
に
、

　
﹁
総
会
が
決
議
の
採
択
に
よ
っ
て
、
法
律
問
題
に
つ
い
て
の
勧
告
的
意
見
を
一
旦
要
請
す
れ
ば
裁
判
所
は
そ
の
よ
う
な
意
見
付
与
を

拒
否
す
る
決
定
的
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
お
い
て
、
要
請
の
原
因
に
も
政
治
的
経
緯
に
も
、
ま
た
採
択
さ
れ
た
決
議
の
表

決
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
こ
と
は
な
い
。﹂）
₄₁
（

（paras.32-33

）

　
（
３
）　

意
見
要
請
の
目
的
お
よ
び
意
見
の
効
果

　

本
手
続
き
に
お
い
て
は
、
総
会
決
議
六
三
／
三
は
総
会
が
勧
告
的
意
見
を
必
要
と
す
る
目
的
も
、
意
見
が
何
ら
か
の
有
益
な
法
的
効
果
を

有
す
る
こ
と
も
示
し
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
参
加
者
も
あ
っ
た
。
こ
の
議
論
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
意
見
要
請
し
た
機
構
の
機
能
の
適
正

な
履
行
の
た
め
に
意
見
が
必
要
か
ど
う
か
の
決
定
は
、
裁
判
所
で
は
な
く
、
当
該
機
構
の
役
割
で
あ
る
と
裁
判
所
は
一
貫
し
て
述
べ
て
き
た
。

核
兵
器
事
件
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
、
意
見
を
要
請
し
た
目
的
を
総
会
が
裁
判
所
に
説
明
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
総
会
の
要
請
を
拒
否

す
べ
き
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
否
定
し
た
。

一
八
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﹁
総
会
が
そ
の
機
能
遂
行
の
た
め
に
勧
告
的
意
見
が
必
要
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
の
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
で
は
な
い
。
総
会
に
は
、

自
身
の
必
要
性
に
照
ら
し
て
、
意
見
の
有
益
性
を
自
ら
決
定
す
る
権
利
が
あ
る
。﹂）
₄₂
（

　

同
様
に
壁
事
件
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
も
、
裁
判
所
は
﹁
意
見
を
求
め
た
機
構
、
す
な
わ
ち
総
会
に
代
わ
っ
て
、
裁
判
所
が
意
見
の
有
益

性
の
評
価
を
代
行
す
る
（substitute

）
こ
と
は
で
き
な
い
﹂）
₄₃
（

と
述
べ
た
。（para.34

）

　
（
４
）　

意
見
の
有
益
性

　

ま
た
本
手
続
き
に
お
い
て
、
勧
告
的
意
見
が
不
利
益
な
政
治
的
結
果
を
も
た
ら
す
と
の
理
由
で
勧
告
的
意
見
を
拒
否
す
べ
き
だ
と
主
張
さ

れ
た
が
、
裁
判
所
は
そ
の
よ
う
に
も
考
え
な
い
。
意
見
が
要
請
機
構
に
と
っ
て
有
益
か
ど
う
か
に
関
す
る
評
価
を
当
該
機
構
に
代
わ
っ
て
裁

判
所
が
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
と
同
様
に
、
そ
の
よ
う
な
評
価
の
基
準
が
な
い
場
合
に
は
な
お
さ
ら
、
逆
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
ど
う

か
に
関
す
る
見
解
を
当
該
機
構
に
代
わ
っ
て
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
核
兵
器
事
件
勧
告
的
意
見
が
、
軍
縮
交
渉
に
お
い
て
意
見
が
対
立
す

る
状
況
で
、
裁
判
所
の
回
答
は
同
交
渉
に
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と
い
う
主
張
に
応
え
て
述
べ
た
よ
う
に
、﹁
異
な
る
評
価
の
う
ち
の
ど

れ
を
優
先
で
き
る
か
と
い
う
明
白
な
基
準
が
な
い
﹂
の
で
あ
る
。（para.35

）

　
（
５
）　

コ
ソ
ボ
に
関
す
る
安
保
理
お
よ
び
総
会
の
対
応

　

重
要
な
問
題
は
コ
ソ
ボ
の
状
況
に
関
連
し
た
総
会
お
よ
び
安
保
理
の
各
役
割
に
照
ら
し
、
安
保
理
で
は
な
く
総
会
が
勧
告
的
意
見
を
要
請

し
た
と
い
う
理
由
で
、
裁
判
所
は
、
国
連
の
司
法
機
関
と
し
て
、
答
え
る
の
を
拒
否
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
ソ
ボ
の
事
態
に
つ

い
て
は
、
意
見
要
請
の
一
〇
年
以
上
前
か
ら
、
安
保
理
は
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
の
た
め
の
責
任
の
履
行
に
お
け
る
活
動
の
対
象
と
し

て
き
た
。
安
保
理
が
初
め
て
具
体
的
に
コ
ソ
ボ
の
事
態
に
関
し
て
行
動
を
と
っ
た
の
は
、
安
保
理
決
議
一
一
六
〇
を
採
択
し
た
一
九
九
八
年

一
八
三
五
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三
月
三
一
日
で
あ
る
。
安
保
理
決
議
一
一
九
九
（
一
九
九
八
年
）、
一
二
〇
三
（
一
九
九
八
年
）
お
よ
び
一
二
三
九
（
一
九
九
九
年
）
が
そ

れ
に
続
き
、
一
九
九
九
年
六
月
一
〇
日
、
国
際
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
お
よ
び
国
際
文
民
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
創
設
を
承
認
し
、
コ
ソ
ボ
の
統
治
枠
組

を
制
定
し
た
安
保
理
決
議
一
二
四
四
を
採
択
し
た
。安
保
理
は
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
活
動
に
関
し
て
事
務
総
長
か
ら
定
期
的
報
告
書
を
受
け
取
っ
た
。

事
務
総
長
か
ら
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
文
書
は
、
安
保
理
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
末
ま
で
に
コ
ソ
ボ
の
事
態
に
関
す
る
審
議
の
た

め
に
二
九
回
会
合
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。
本
要
請
の
主
題
で
あ
る
独
立
宣
言
は
安
保
理
で
審
議
さ
れ
た
が
、
安
保
理
は
そ
れ
に
関
し
て
行

動
を
と
っ
て
い
な
い）
₄₄
（

。

　

総
会
も
ま
た
コ
ソ
ボ
状
況
に
関
連
す
る
決
議
を
採
択
し
て
き
た
。
安
保
理
決
議
一
二
四
四
採
択
以
前
、
総
会
は
コ
ソ
ボ
の
人
権
状
況
に
関

し
て
五
つ
の
決
議
を
採
択
し
た
。
安
保
理
決
議
一
二
四
四
以
後
、
総
会
は
さ
ら
に
コ
ソ
ボ
人
権
状
況
に
関
し
て
、
お
よ
び
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
の
資

金
調
達
に
関
し
て
一
五
の
決
議
を
採
択
し
た
。し
か
し
コ
ソ
ボ
の
広
範
な
状
況
は
独
立
宣
言
の
時
点
で
は
総
会
の
議
題
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、

二
〇
〇
八
年
九
月
、
裁
判
所
へ
の
意
見
要
請
を
検
討
す
る
た
め
に
新
た
な
議
題
と
し
て
設
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ

っ
て
も
、
安
保
理
と
総
会
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
が
あ
る
の
で
、
独
立
宣
言
が
国
際
法
に
従
っ
て
い
る
か
に
関
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
て
い

る
な
ら
、
こ
の
要
請
は
安
保
理
が
す
る
べ
き
で
あ
り
、
ゆ
え
に
こ
の
事
実
は
総
会
の
要
請
を
拒
否
す
る
決
定
的
理
由
と
な
る
と
さ
れ
た
。
こ

の
結
論
は
安
保
理
の
関
与
の
性
質
、
お
よ
び
付
託
さ
れ
た
質
問
に
答
え
る
た
め
に
、
独
立
宣
言
が
国
際
法
に
従
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
決
定

す
る
た
め
に
裁
判
所
は
安
保
理
決
議
一
二
四
四
の
解
釈
適
用
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
実
の
、
双
方
に
沿
っ
て
い
る
と
主
張
さ

れ
る
。（paras.36-39

）

　
（
６
）　

安
保
理
お
よ
び
総
会
の
権
限

　

安
保
理
が
国
際
平
和
と
安
全
へ
の
脅
威
と
し
て
性
格
づ
け
し
、
か
つ
安
保
理
の
議
題
と
し
て
継
続
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
状
況
の

一
八
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一
つ
の
側
面
に
、
要
請
は
関
連
す
る
が
、
そ
の
こ
と
は
総
会
に
は
質
問
に
関
し
て
正
当
な
利
益
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
意
味
し
な
い
。
憲
章

一
〇
、
一
一
条
は
、
国
際
の
平
和
と
安
全
に
関
す
る
問
題
を
含
め
、
国
連
活
動
の
範
囲
内
の
事
項
を
審
議
す
る
広
範
な
権
限
を
総
会
に
付
与

し
て
い
る
。
こ
の
権
限
は
、
憲
章
二
四
条
一
項
が
安
保
理
に
付
与
し
た
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
の
た
め
の
責
任
を
制
限
す
る
も
の
で
は

な
い
。
壁
事
件
勧
告
的
意
見
パ
ラ
グ
ラ
フ
二
六
に
お
い
て
明
確
に
し
た
よ
う
に
、﹁
二
四
条
は
必
ず
し
も
排
他
的
で
は
な
く
、
主
た
る
権
限

を
い
う
も
の
で
あ
る
。﹂コ
ソ
ボ
の
事
態
が
安
保
理
の
場
に
あ
り
、安
保
理
が
同
事
態
に
関
し
て
第
七
章
の
権
限
を
行
使
し
た
と
い
う
事
実
は
、

独
立
宣
言
を
含
め
て
同
事
態
の
い
か
な
る
側
面
に
関
し
て
審
議
す
る
こ
と
も
総
会
は
阻
止
さ
れ
な
い
。
憲
章
が
安
保
理
の
役
割
を
守
る
た
め

に
総
会
に
課
す
制
限
は
一
二
条
に
含
ま
れ
る
が
、
制
限
し
て
い
る
の
は
審
議
の
後
に
勧
告
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
審
議
を
行
う
権

限
で
は
な
い
。

　

安
保
理
の
場
に
あ
る
国
際
の
平
和
と
安
全
へ
の
脅
威
に
関
し
て
、
憲
章
一
二
条
は
総
会
に
よ
る
す
べ
て
の
活
動
を
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
裁
判
所
が
壁
事
件
勧
告
的
意
見
の
二
六
か
ら
二
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
精
査
し
て
い
る
よ
う
に
、
総
会
お
よ
び
安

保
理
で
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
関
す
る
同
一
事
項
を
並
行
し
て
扱
う
傾
向
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
ま
た
安
保
理
が

国
際
の
平
和
と
安
全
に
関
す
る
事
項
と
い
う
側
面
に
焦
点
を
当
て
よ
う
と
し
て
い
る
一
方
で
、
総
会
は
人
道
的
、
社
会
的
お
よ
び
経
済
的
側

面
を
考
慮
し
、
よ
り
広
範
な
視
点
に
立
つ
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。（paras.40-41

）

　
（
７
）　

安
保
理
に
よ
る
任
務
の
遂
行

　

壁
事
件
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
こ
の
主
題
に
つ
い
て
は
、勧
告
的
意
見
を
付
与
し
な
い
よ
う
に
裁
量
権
を
行
使
す
べ
き
か
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
勧
告
的
意
見
に
関
す
る
管
轄
権
と
の
関
連
で
検
討
さ
れ
た
。
本
件
で
、
裁
判
所
は
一
二
条
は
九
六
条
一
項
に
付
与
さ
れ
た
管
轄
権
を

奪
う
も
の
で
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
四
年
の
勧
告
的
意
見
に
含
ま
れ
た
分
析
は
ま
た
、
本
件
の
裁
量
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権
の
問
題
に
関
連
す
る
分
析
も
含
む
。
こ
の
分
析
は
国
際
の
平
和
と
安
全
に
影
響
す
る
事
態
が
安
保
理
の
主
た
る
責
任
事
項
で
あ
り
、
安
保

理
が
そ
の
権
限
を
行
使
し
た
と
し
て
も
、
総
会
は
同
事
態
に
つ
い
て
審
議
し
、
お
よ
び
一
二
条
の
制
限
内
で
勧
告
す
る
の
を
阻
止
さ
れ
な
い
、

と
い
う
事
実
を
示
す
。
さ
ら
に
二
〇
〇
四
年
勧
告
的
意
見
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、総
会
決
議
三
七
七
Ａ
（
Ｖ
）（﹁
平
和
の
た
め
の
結
集
決
議
﹂）

は
、
平
和
へ
の
脅
威
、
平
和
の
破
壊
ま
た
は
侵
略
行
為
が
発
生
し
、
安
保
理
が
常
任
理
事
国
に
よ
る
全
会
一
致
の
欠
如
に
よ
り
行
動
で
き
な

い
場
合
、
国
際
の
平
和
と
安
全
を
回
復
す
る
集
団
的
手
段
の
た
め
の
総
会
に
よ
る
勧
告
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
は
安
保
理
と

総
会
と
の
権
限
画
定
が
総
会
の
勧
告
的
意
見
要
請
を
拒
否
す
る
決
定
的
理
由
を
構
成
す
る
か
と
い
う
問
題
に
関
連
す
る
。

　

本
件
の
事
実
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
壁
事
件
の
場
合
と
は
異
な
る
。
壁
事
件
の
状
況
に
つ
い
て
は
総
会
が
勧
告
的
意
見
要
請
す
る
数
十

年
前
か
ら
活
発
に
検
討
し
て
き
て
お
り
、
総
会
は
裁
判
所
の
意
見
が
求
め
ら
れ
た
ま
さ
に
そ
の
主
題
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
本
件
で
は
、
コ

ソ
ボ
の
事
態
に
関
し
、
こ
の
事
項
を
積
極
的
に
扱
っ
て
き
た
の
は
安
保
理
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
安
保
理
は
コ
ソ
ボ
の
将
来
の
地

位
お
よ
び
独
立
宣
言
を
審
議
し
た
。
し
か
し
勧
告
的
意
見
の
管
轄
権
の
目
的
は
、
要
請
権
限
の
あ
る
国
連
機
関
に
将
来
そ
の
機
能
を
行
使
す

る
う
え
で
役
立
つ
意
見
を
裁
判
所
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
総
会
が
意
見
を
付
与
さ
れ
て
後
、
ど
の
よ
う
な
行

程
を
た
ど
る
の
か
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
行
程
と
の
関
連
で
意
見
が
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
は
裁
判
所
に
は
決
定
で
き
な
い
。
前
述
の
よ

う
に
総
会
に
は
独
立
宣
言
に
つ
い
て
審
議
し
、
安
保
理
の
権
限
を
侵
害
す
る
こ
と
な
し
に
コ
ソ
ボ
に
お
け
る
事
態
ま
た
は
そ
の
他
の
側
面
に

関
し
て
勧
告
す
る
権
利
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
以
上
の
よ
う
な
、
独
立
宣
言
は
安
保
理
だ
け
が
審
議
す
る
こ
と
が
で
き
、
安

保
理
こ
そ
が
コ
ソ
ボ
の
事
態
に
関
し
て
行
動
し
た
機
関
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
総
会
の
要
請
を
拒
否
す
る
た
め
の
決
定
的
理
由
を
構
成
し
な

い
。（paras.42-44

）
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（
８
）　

総
会
に
よ
る
コ
ソ
ボ
状
況
へ
の
対
応

　

さ
ら
に
裁
判
所
が
こ
の
意
見
付
与
へ
の
異
議
に
答
え
る
際
の
決
定
的
要
因
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
審
議
お
よ
び
行
動
の
範
囲
で

は
あ
る
が
、
裁
判
所
は
総
会
が
過
去
、
コ
ソ
ボ
の
事
態
に
関
す
る
行
動
を
と
っ
た
こ
と
に
も
留
意
す
る
。
一
九
九
五
年
か
ら
一
九
九
九
年
の

間
、
前
述
の
よ
う
に
、
総
会
は
コ
ソ
ボ
の
人
権
状
況
に
対
処
す
る
六
つ
の
決
議
を
採
択
し
た
。
そ
の
中
の
最
後
に
あ
た
る
決
議
五
四
／
一
八

三
は
、
安
保
理
が
決
議
一
二
四
四
を
採
択
し
た
約
六
カ
月
後
の
一
九
九
九
年
一
二
月
一
七
日
に
採
択
さ
れ
た
。
同
決
議
の
焦
点
は
人
権
お
よ

び
人
道
問
題
で
あ
る
が
、﹁
自
治
行
政
区
制
（cantonization

）﹂
の
可
能
性
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
加
え
て
総
会
は
一
九
九
九
年
以
降
毎
年
、

憲
章
一
七
条
一
項
に
従
っ
て
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
予
算
を
承
認
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
裁
判
所
は
コ
ソ
ボ
に
お
け
る
事
態
に
つ
い
て
総
会
は
そ
の
機
能

を
行
使
し
た
と
み
て
い
る
。（para.45
）

　
（
９
）　

政
治
機
関
の
決
議
の
解
釈

　

さ
ら
に
、
裁
判
所
に
よ
る
安
保
理
決
議
一
二
四
四
規
定
の
解
釈
と
適
用
が
勧
告
的
意
見
付
与
の
過
程
で
不
可
欠
に
な
る
と
い
う
事
実
は
、

決
定
的
理
由
を
構
成
し
な
い
と
い
う
の
が
裁
判
所
の
見
解
で
あ
る
。
国
連
の
政
治
機
関
の
決
定
の
解
釈
お
よ
び
適
用
は
、
第
一
義
的
に
は
、

決
定
機
関
の
責
任
で
あ
る
が
、
裁
判
所
も
ま
た
、
国
連
の
主
要
な
司
法
機
関
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
決
定
の
解
釈
と
法
的
効
果
を
検
討
す
る

よ
う
要
求
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
勧
告
的
意
見
管
轄
権
の
行
使
に
お
い
て
も
、
ま
た
訴
訟
管
轄
権
の
行
使
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
。

　

従
っ
て
そ
の
よ
う
な
任
務
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
裁
判
所
の
司
法
機
能
の
信
頼
性
と
一
致
し
な
い
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
問
題
は
そ
の
よ

う
な
決
議
を
決
定
し
た
機
関
に
よ
る
要
請
で
な
い
限
り
、
裁
判
所
は
そ
の
任
務
を
引
き
受
け
る
の
を
拒
否
す
べ
き
か
ど
う
か
で
あ
る
。
国
連

の
あ
る
種
の
費
用
事
件
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
、
複
数
の
安
保
理
決
議
の
解
釈
が
不
可
避
に
な
る
よ
う
な
意
見
を
要
請
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
裁
判
所
は
総
会
に
よ
る
質
問
に
答
え
た
。
裁
判
所
は
ま
た
、
国
連
加
盟
条
件
事
件
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
、
同
意
見
要
請
が

一
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安
保
理
会
議
で
の
発
言
に
言
及
し
、
裁
判
所
は
裁
量
権
を
行
使
し
て
回
答
を
拒
否
す
べ
き
と
主
張
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
会
の
要
請

に
応
え
た
こ
と
に
も
留
意
す
る
。
こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
総
会
が
質
問
へ
の
回
答
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
持
つ
場
合
、
そ
の
回
答
が
部
分

的
に
安
保
理
の
決
定
に
向
け
ら
れ
う
る
と
い
う
事
実
は
、
総
会
の
意
見
要
請
へ
の
拒
否
を
正
当
化
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
。

　

管
轄
権
行
使
を
拒
否
す
る
決
定
的
理
由
は
な
い
。（paras.46-48

）

２　

個
別
意
見
、
宣
言
お
よ
び
反
対
意
見
要
旨

　
（
１
）　

ア
モ
ー
ル
裁
判
官
個
別
意
見

　

総
会
に
よ
る
勧
告
的
意
見
要
請
を
拒
否
す
べ
き
決
定
的
理
由
は
な
い
と
す
る
勧
告
的
意
見
に
賛
成
す
る
。
本
件
で
勧
告
的
意
見
を
付
与
す

る
適
切
性
が
あ
る
と
す
る
理
由
に
関
し
て
、
ま
た
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
の
た
め
、
裁
判
所
に
は
勧
告
的
意
見
機
能
行
使
の
義
務
が
あ

る
、
と
い
う
意
見
の
判
断
に
も
同
意
す
る
。
勧
告
的
意
見
の
付
与
は
裁
量
的
性
質
の
権
限
で
あ
る
が
、
管
轄
権
条
件
を
満
た
し
て
い
る
限
り

裁
判
所
は
勧
告
的
意
見
要
請
を
拒
否
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
先
例
に
従
う
こ
と
が
法
的
確
実
性
を
高
め
、
判
例
の
予
測
可
能
性
と

一
貫
性
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
。
勧
告
的
意
見
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
国
連
機
構
の
活
動
へ
の
参
加
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
拒
否
す
べ
き

で
は
な
い
と
裁
判
所
は
繰
り
返
し
て
き
た
。

　

意
見
付
与
に
関
す
る
適
切
性
の
評
価
に
お
い
て
、
国
連
憲
章
の
枠
組
内
で
の
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
た
責
任
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の

点
に
関
し
、
裁
判
所
の
司
法
的
機
能
が
平
和
維
持
に
関
連
す
る
と
い
う
前
提
は
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
さ
に
国
際
機
構
の
存
在
理
由
は
加
盟
国

の
平
和
維
持
で
あ
り
、
裁
判
所
が
そ
の
主
要
な
司
法
機
関
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
司
法
的
機
能
は
加
盟
国
の
平
和
維
持
以
外
に
は
な

い
。

　

訴
訟
事
件
お
よ
び
勧
告
的
意
見
で
の
平
和
維
持
の
役
割
は
憲
章
、
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
、
国
連
機
関
の
実
行
か
ら
も
支
持
さ
れ
る
。
裁

一
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判
所
の
先
例
に
お
い
て
も
ニ
カ
ラ
ガ
事
件
判
決
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
﹁
政
治
的
に
密
接
に
関
係
す
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
門
戸
を
閉
ざ

し
た
こ
と
は
な
い
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
核
兵
器
事
件
勧
告
的
意
見
は
、﹁
こ
の
問
題
が
政
治
的
側
面
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

法
律
問
題
と
し
て
の
性
格
を
奪
い
、
か
つ
規
程
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
能
を
奪
う
の
に
十
分
で
は
な
い
。
そ
の
政
治
的
側
面
が
何
で
あ
ろ

う
と
、本
質
的
に
司
法
的
任
務
を
果
た
す
よ
う
に
期
待
さ
れ
て
い
る
質
問
の
法
的
性
格
を
受
け
入
れ
る
の
を
拒
否
で
き
な
い
﹂）
₄₅
（

と
説
明
し
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
エ
ジ
プ
ト
間
の
一
九
五
一
年
合
意
解
釈
事
件
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、﹁
政
治
的
考
慮
が
際
立
つ
状
況

に
お
い
て
、
議
論
さ
れ
て
い
る
事
項
に
関
し
て
適
用
し
う
る
法
原
則
に
つ
い
て
、
国
際
機
構
が
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
を
得
る
の
は
必
要
で

あ
ろ
う
。﹂）
₄₆
（

　

国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
と
い
う
安
保
理
の
主
た
る
責
任
は
、
国
連
憲
章
二
四
条
に
従
い
、
裁
判
所
が
、
総
会
の
責
任
並
び
に
そ
れ
ぞ

れ
の
権
能
の
分
野
内
の
補
完
的
責
任
を
肯
定
す
る
こ
と
に
障
害
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
、
裁
判
所
は
常
に
安
保
理
の
憲
章
二
四
条
の

も
と
で
の
責
任
は
、
主
要
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
排
他
的
な
も
の
で
は
な
い
と
強
調
し
て
き
た
。
ニ
カ
ラ
ガ
事
件
判
決
（
管
轄
権
お

よ
び
認
容
）
に
お
い
て
、裁
判
所
は
﹁
問
題
が
安
保
理
の
下
に
あ
る
と
い
う
事
実
は
裁
判
所
が
同
問
題
を
扱
う
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
く
、

双
方
の
手
続
き
は
同
じ
歩
調
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
﹂）
₄₇
（

と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
イ
ラ
ン
米
国
大
使
館
事
件
判
決
は
、
裁
判
所
が
国
連
憲

章
に
よ
り
活
動
し
て
い
る
、
一
方
で
は
安
保
理
と
総
会
、
他
方
で
安
保
理
と
裁
判
所
の
異
な
る
権
能
の
境
界
を
強
調
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　

 　
﹁
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
あ
る
。
安
保
理
は
政
治
的
性
格
の
機
能
を
も
つ
一
方
で
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
、
国
連
の
主
た
る
司

法
機
関
と
し
て
、
紛
争
当
事
者
間
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
い
か
な
る
法
的
問
題
も
解
決
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
法

的
問
題
の
解
決
は
重
要
で
あ
り
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
促
進
の
重
要
な
、
時
に
は
決
定
的
な
要
因
に
な
ろ
う
。﹂）
₄₈
（

そ
の
よ
う
な
見
解
は
、
ニ
カ
ラ
ガ
事
件
の
結
論
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

 　
﹁
憲
章
は
こ
の
目
的
の
排
他
的
責
任
を
安
保
理
に
与
え
て
は
い
な
い
。
憲
章
一
二
条
は
、
い
か
な
る
紛
争
ま
た
は
事
態
に
お
い

一
八
四
一
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て
も
、
総
会
は
安
保
理
が
要
請
し
な
い
限
り
、
そ
の
紛
争
ま
た
は
事
態
に
関
す
る
勧
告
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
総
会
と
安

保
理
と
の
間
の
機
能
を
明
確
に
区
分
を
し
て
い
る
。
安
保
理
は
委
任
さ
れ
た
政
治
的
性
格
の
機
能
を
有
し
、
裁
判
所
は
純
粋
に
司

法
的
機
能
を
果
た
す
。
両
機
関
は
同
一
の
出
来
事
に
関
し
て
別
個
の
し
か
し
補
完
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。﹂）
₄₉
（

　

訴
訟
手
続
き
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
定
式
化
さ
れ
た
が
、
裁
判
所
の
国
際
平
和
維
持
の
役
割
の
背
後
に
あ
る
理
念
的
根
拠
は
同
様
に
、
勧
告

的
意
見
機
能
に
も
関
係
す
る
。
こ
れ
は
憲
章
九
六
条
に
強
調
さ
れ
て
お
り
、
同
条
は
い
か
な
る
﹁
法
律
問
題
﹂
に
関
し
て
も
勧
告
的
意
見
管

轄
権
の
行
使
を
通
じ
て
国
連
の
主
要
政
治
機
関
の
活
動
に
貢
献
す
る
よ
う
暗
に
認
め
て
い
る
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
六
五
条
に
従
っ
た
勧
告
的
意
見
機
能
の
裁
量
的
性
格
に
よ
り
、
裁
判
所
は
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て

も
、
国
際
の
平
和
と
密
接
に
関
連
す
る
法
律
問
題
の
場
合
に
は
い
つ
も
勧
告
的
意
見
要
請
を
事
前
に
拒
否
す
る
と
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
総
会
が
提
出
し
た
要
請
の
目
的
を
構
成
す
る
質
問
は
、
確
か
に
そ
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
。
安
保
理
が
コ
ソ
ボ
の
状
況
を
国
際
の
平
和

と
安
全
へ
の
脅
威
と
い
う
類
型
に
区
分
し
た
だ
け
で
な
く
、
よ
り
重
要
な
の
は
第
七
章
の
下
で
先
例
の
な
い
文
民
統
治
の
制
定
に
も
及
ん
だ

こ
と
で
あ
る
。

　

憲
章
第
七
章
の
事
態
は
主
要
な
司
法
機
関
か
ら
の
積
極
的
対
応
を
要
求
す
る
。
裁
判
所
は
要
請
さ
れ
れ
ば
、
紛
争
悪
化
の
阻
止
に
寄
与
す

る
支
援
と
指
針
を
提
供
し
て
法
的
義
務
を
履
行
す
る
。
コ
ソ
ボ
問
題
に
関
し
て
、
裁
判
所
の
重
要
な
貢
献
の
一
つ
は
安
保
理
決
議
一
二
四
四

に
つ
い
て
、
ま
だ
効
力
が
あ
る
と
決
定
す
る
こ
と
を
含
め
、
安
保
理
だ
け
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
と
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
、
と
解
釈
す

る
こ
と
で
あ
る）
₅₀
（

。

　
（
２
）　

ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
個
別
意
見

　
　

①　

人
権
的
側
面
優
先
の
視
点
か
ら

一
八
四
二
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裁
判
所
は
判
例
法
に
お
い
て
、問
題
と
な
っ
て
い
る
要
請
の
目
的
と
総
会
の
活
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
示
唆
を
与
え
て
き
た
。
総
会
は
、

安
保
理
と
同
様
一
〇
年
以
上
、
コ
ソ
ボ
の
状
況
を
扱
っ
て
き
て
お
り
、
裁
判
所
に
提
出
し
た
質
問
は
、
そ
の
活
動
範
囲
に
関
係
す
る
。
こ
こ

で
主
要
な
論
点
に
な
る
の
は
、
憲
章
一
二
条
一
項
が
﹁
安
保
理
が
そ
の
機
能
を
行
使
し
て
い
る
間
﹂
と
す
る
規
定
で
あ
る
。

　

国
連
憲
章
二
四
条
は
安
保
理
が
﹁
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
関
す
る
主
要
な
責
任
﹂
を
負
う
と
規
定
す
る
。
同
二
四
条
は
、
必
ず
し

も
安
保
理
の
排
他
的
権
能
で
は
な
く
主
た
る
権
能
を
言
う
。
憲
章
一
二
条
の
解
釈
に
関
し
て
、
裁
判
所
は
、
近
年
、
総
会
と
安
保
理
と
は
並

行
し
て
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
関
す
る
事
項
を
扱
う
﹁
傾
向
が
増
し
て
い
る
﹂
と
指
摘
し
た
。
安
保
理
は
国
際
の
平
和
と
安
全
に
関

す
る
事
項
の
側
面
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
多
い
一
方
、
総
会
は
広
い
視
野
か
ら
人
権
、
社
会
的
、
経
済
的
側
面
を
考
慮
し
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
勧
告
的
意
見
要
請
そ
れ
自
体
は
﹁
紛
争
ま
た
は
事
態
﹂
に
関
す
る
総
会
に
よ
る
﹁
勧
告
﹂
で
は
な
い
。
憲
章
二
四
条
は
安
保

理
が
﹁
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
主
要
な
責
任
﹂
を
有
す
る
と
し
て
い
る
が
、
二
四
条
は
主
要
な
権
能
で
あ
り
、
必
ず
し
も
排
他
的
と

言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　

総
会
が
安
保
理
で
も
扱
っ
て
い
る
問
題
に
関
し
て
勧
告
す
る
実
行
も
あ
り
、
国
連
加
盟
国
、
安
保
理
と
も
そ
れ
に
異
議
を
唱
え
て
い
な
い
。

総
会
は
一
二
条
一
項
に
関
し
て
逸
脱
し
た
行
動
を
と
っ
て
い
な
い
。
総
会
の
要
請
が
﹁
法
律
問
題
﹂
に
関
す
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
、
裁
判
所
は
既
に
﹁
法
に
よ
る
枠
組
が
あ
り
﹂
か
つ
﹁
国
際
法
問
題
﹂
を
生
ず
る
質
問
は
﹁
ま
さ
に
そ
の
性
格
に
よ
り
法
に
基
づ
い

て
答
え
る
こ
と
が
で
き
﹂﹁
法
的
性
格
の
質
問
﹂
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
と
指
摘
し
た
。
裁
判
所
の
一
貫
し
た
判
例
（ju

risp
ru

d
en

ce 

con
sta

n
te

）
に
お
い
て
、﹁
必
然
的
に
国
際
場
裏
に
お
い
て
生
ず
る
多
く
の
疑
問
の
あ
る
事
例
の
よ
う
に
﹂
法
律
問
題
は
ま
た
政
治
的
側
面

を
表
わ
す
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
れ
は
﹁
法
律
問
題
と
し
て
の
性
格
を
奪
う
の
に
十
分
で
は
な
く
、
ま
た
国
際
司

法
裁
判
所
規
程
に
よ
っ
て
明
示
的
に
付
与
さ
れ
た
権
能
を
奪
う
の
に
十
分
で
は
な
い
﹂）
₅₁
（

の
で
あ
る
。

　

国
際
司
法
裁
判
所
に
は
管
轄
権
が
あ
る
と
い
う
勧
告
的
意
見
に
同
意
す
る
。
こ
れ
に
は
独
立
宣
言
の
国
際
法
合
法
性
を
め
ぐ
る
人
権
優
先

一
八
四
三
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に
焦
点
を
当
て
て
き
た
、
総
会
の
広
い
視
野
を
注
意
深
く
見
る
べ
き
で
あ
る
。
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
は
感
情
を
無
視
し
た
論
法
を
回
避
す

る
た
め
に
、
裁
判
所
に
要
請
さ
れ
た
質
問
に
伴
う
事
実
の
複
合
体
（factual com

plex

）
を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
で

は
私
見
は
勧
告
的
意
見
と
は
異
な
る
。
事
実
の
複
合
体
の
検
討
は
相
当
重
要
で
あ
り
、
独
立
宣
言
は
社
会
的
真
空
に
お
い
て
宣
言
さ
れ
る
の

で
は
な
い
ゆ
え
に
少
な
く
と
も
直
接
の
原
因
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
こ
の
議
論
は
裁
判
所
で
こ
れ
ま
で
に
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
一
貫
し
た
判
例
を
見
て
、
よ
り
重
要
な
関
係
の
あ
る
点
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

　

②　

司
法
的
﹁
裁
量
権
﹂
と
勧
告
的
意
見
機
能
行
使
の
義
務

　

本
件
手
続
き
過
程
に
お
い
て
は
勧
告
的
意
見
拒
否
の
理
由
と
し
て
、
適
切
性
で
は
な
く
司
法
的
﹁
裁
量
権
﹂
が
主
張
さ
れ
た
。
勧
告
的
意

見
要
請
は
﹁
専
ら
国
家
の
国
内
管
轄
権
事
項
﹂
に
関
す
る
も
の
と
い
う
理
由
、
ま
た
は
手
続
き
は
要
請
機
関
よ
り
も
個
別
国
家
の
利
益
に
な

る
と
い
う
理
由
、
ま
た
は
勧
告
的
意
見
は
い
か
な
る
有
益
目
的
も
な
い
と
い
う
理
由
、
ま
た
は
勧
告
的
意
見
は
地
域
の
平
和
お
よ
び
安
全
保

障
に
逆
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
理
由
、
ま
た
は
コ
ソ
ボ
の
同
意
が
な
い
と
い
う
理
由
、
ま
た
は
勧
告
的
意
見
付
与
は
政
治
的
に
不
適
切
で

あ
る
と
い
う
理
由
で
、
裁
量
権
を
行
使
し
て
勧
告
的
意
見
要
請
を
拒
否
す
べ
き
と
主
張
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
裁
量
権
を
行
使
す
べ
き
と
す
る

議
論
は
い
ず
れ
も
全
く
説
得
力
が
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
ず
国
際
司
法
裁
判
所
自
身
、
六
〇
年
前
に
付
与
し
た
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
、
国
際
司
法
裁
判
所

規
程
六
五
条
は
﹁
事
件
の
状
況
が
勧
告
的
意
見
要
請
に
応
え
る
の
を
拒
否
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
権
限
を
付
与

し
て
い
る
﹂
さ
ら
に
﹁
そ
れ
自
身
、
国
連
の
一
機
関
で
あ
る
裁
判
所
は
、
国
連
機
関
は
機
構
の
活
動
へ
の
参
加
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、

原
則
と
し
て
回
答
を
拒
否
す
べ
き
で
な
い
﹂）
₅₂
（

と
述
べ
た
。
一
貫
し
た
判
例
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
拒
否
が
で
き
る
の
は
﹁
決
定
的
理
由
﹂

が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る）
₅₃
（

。

一
八
四
四
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国
内
管
轄
権
の
議
論
に
関
し
て
は
、
既
に
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
が
、
チ
ュ
ニ
ス
と
モ
ロ
ッ
コ
の
国
籍
法
事
件
（
一
九
二
三
年
）
に
お
い

て
、﹁
あ
る
事
項
が
専
ら
国
内
管
轄
事
項
の
範
囲
内
に
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
問
題
は
本
質
的
に
相
対
的
な
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
国

際
関
係
の
発
展
に
依
存
す
る
﹂
と
論
じ
た
。
そ
れ
以
降
、
裁
判
所
の
一
貫
し
た
実
行
に
お
い
て
、
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
傍
論
に
沿
っ
て
、

国
連
の
主
要
機
関
も
加
盟
国
も
と
も
に
、
国
連
憲
章
の
下
で
の
国
内
管
轄
の
主
張
は
徐
々
に
消
滅
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ

の
点
は
学
説
で
も
ま
た
同
様
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
三
五
年
前
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
国
内
管
轄
を
根
拠
と
し
て

異
議
を
申
し
立
て
る
国
家
は
、
国
際
機
構
が
取
り
組
む
議
題
に
は
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
事
実
が
、
国
内
管
轄
と
し
て
国
家
に

留
保
さ
れ
た
範
囲
は
既
に
継
続
的
削
減
過
程
に
あ
る
と
い
う
見
解
の
証
拠
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
で
の
国
内
管
轄
権
は
、
国
家
の
留
保

事
項
の
範
囲
内
で
国
際
法
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
裁
量
権
の
残
部
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
〇
年
後
、
国
連
憲
章
第
二
条
七
項
は
自
決
原
則
に

関
す
る
限
り
適
用
さ
れ
な
い
と
再
確
認
さ
れ
た）
₅₄
（

。
事
実
、
国
際
司
法
裁
判
所
自
身
が
﹁
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
の
目
的
は
国
家
間
の
紛
争
を

―

少
な
く
と
も
直
接
的
に―

解
決
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
勧
告
的
意
見
要
請
し
た
機
構
お
よ
び
機
関
に
法
的
助
言
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ

る
﹂
と
述
べ
た
。
国
連
の
コ
ソ
ボ
の
人
道
危
機
に
関
す
る
実
行
は
、
国
連
機
関
の
国
際
平
和
と
安
全
の
維
持
を
保
障
す
る
た
め
の
手
段
を
主

導
し
引
き
受
け
る
権
限
に
つ
い
て
広
い
合
意
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。﹁
国
連
の
主
要
な
司
法
機
関
﹂
と
し
て
国
際
司
法
裁
判
所
は
機
能
行
使

を
拒
否
す
る
理
由
と
し
て
国
内
管
轄
事
項
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
は
本
件
、
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
の
国
際
法
合
法
性
に
関
す
る

勧
告
的
意
見
要
請
に
も
適
用
さ
れ
る
。

　

手
続
き
過
程
で
主
張
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
議
論
は
、
勧
告
的
意
見
手
続
き
が
、
総
会
の
関
心
事
項
で
は
な
く
、
専
ら
個
別
国
家
の
利
益
の

た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
参
加
者
が
、
本
意
見
要
請
に
関
す
る
国
連
総
会
決
議
の
投
票
結
果
が
僅
差
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
勧
告
的
意
見
付
与
に
は
と
り
わ
け
慎
重
さ
を
要
す
る
、
彼
ら
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
究
極
の
抑
制
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
さ
れ

た
。
こ
の
議
論
に
は
疑
問
が
あ
る
。
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こ
れ
ら
す
べ
て
の
検
討
は
、
す
べ
て
の
国
連
加
盟
国
が
決
議
案
採
択
の
賛
否
に
関
す
る
見
解
を
表
明
す
る
機
会
が
あ
っ
た
総
会
で
の
審
議

を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
事
項
を
総
会
の
議
題
と
す
る
提
案
は
セ
ル
ビ
ア
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の

加
盟
国
は
そ
の
見
解
を
示
す
機
会
が
あ
っ
た
。
決
議
案
採
決
が
僅
差
ま
た
は
賛
否
の
票
が
割
れ
た
と
い
う
状
況
は
取
る
に
足
ら
な
い
。
総
会

決
議
六
三
／
三
は
賛
成
し
た
諸
国
だ
け
で
は
な
く
、
総
会
の
た
め
に
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
加
盟
国
ま
た
は
（
そ
の
主
要
機
関
の

決
議
に
賛
成
し
た
）
諸
国
の
意
思
（volon

té

）
の
集
合
と
は
、
は
っ
き
り
と
識
別
さ
れ
る
、
そ
れ
自
身
の
意
思
を
付
与
さ
れ
た
国
連
の
国

際
法
人
格
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
事
者
の
付
託
合
意
に
お
い
て
、
国
連
加
盟
国
は
国
連
総
会
で
同
事
項
を
検
討
し
、
主
要
機
関
と
し

て
の
総
会
は
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
問
題
を
﹁
国
連
関
心
事
項
﹂
に
す
る
と
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

国
際
司
法
裁
判
所
は
慎
重
に
、
し
か
し
抑
制
す
る
こ
と
な
く
、
本
件
勧
告
的
意
見
手
続
き
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
勧
告
的
意
見
付
与
の

決
定
と
い
う
結
論
の
評
価
は
、
何
が
法
か
を
宣
言
す
る
（ju

ris d
ictio

）
勧
告
的
意
見
の
機
能
行
使
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
裁
判
所
自
身
が
行
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
六
〇
年
前
に
国
際
司
法
裁
判
所
は
勧
告
的
意
見
要

請
に
適
切
な
回
答
を
提
供
す
る
こ
と
は
﹁
本
機
構
活
動
へ
の
参
加
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
拒
否
す
べ
き
で
は
な
い
﹂）
₅₅
（

と
指

摘
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
手
続
き
参
加
者
の
中
の
二
人
が
、
勧
告
的
意
見
は
有
益
な
目
的
を
欠
く
と
の
見
解
を
示
し
た
が
、
そ
れ
は
全
く

根
拠
が
な
い
。
勧
告
的
意
見
の
﹁
実
際
的
効
果
を
欠
く
﹂
と
の
主
張
も
同
様
で
あ
る
。

　

司
法
的
﹁
裁
量
権
﹂
ま
た
は
適
切
性
に
関
し
て
、
次
に
、
勧
告
的
意
見
は
地
域
の
平
和
と
安
全
に
逆
効
果
が
あ
る
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。

こ
の
議
論
は
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
は
既
に
核
兵
器
事
件
そ
の
他
の
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
こ
の
議
論
に
答
え
て
い
る
。
国
際
司

法
裁
判
所
が
付
与
す
る
勧
告
的
意
見
の
結
論
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
総
会
で
の
同
事
項
の
討
論
に
関
連
し
、
ま
た
同
事
項
の
交
渉
に
お
い
て

追
加
的
要
因
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
以
上
に
、
勧
告
的
意
見
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
は
評
価
の
問
題
で
あ
る
。

勧
告
的
意
見
が
結
果
的
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
ず
る
か
の
推
測
は
裁
判
所
の
仕
事
で
は
な
い
。
私
見
と
し
て
は
、
国
際
関
係
の
遂
行
に
お

一
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い
て
ル
ー
ル
・
オ
ブ
・
ロ
ー
の
広
ま
り
に
資
す
る
。
こ
れ
は
問
題
の
地
域
に
お
け
る
緊
張
と
政
治
論
争
の
削
減
に
役
立
つ
。

　

勧
告
的
意
見
パ
ラ
グ
ラ
フ
二
九
で
裁
判
所
は
、
勧
告
的
意
見
機
能
を
自
ら
制
限
す
る
こ
と
で
、
ま
た
裁
判
所
が
有
さ
な
い
裁
量
権
と
呼
ば

れ
る
次
元
の
も
の
と
考
え
て
、
不
必
要
に
混
乱
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
裁
量
権
と
司
法
的
適
切
性
と
を
混
同
し
て
お
り
、
国
連

で
ま
さ
し
く
採
用
し
た
よ
う
に
、
主
要
な
司
法
機
関
と
し
て
、
ま
た
ル
ー
ル
・
オ
ブ
・
ロ
ー
普
遍
化
の
最
終
的
守
り
手
と
し
て
、
進
取
の
気

勢
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
同
様
に
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
二
九
の
遺
憾
な
文
言
に
、
東
部
カ
レ
リ
ア
の
亡
霊
が
出
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
機
能
は
、
そ
れ
自
身
自
由
な
裁
量
で
利
用
し
う
る
単
な
る
機
能
（faculty

）
で
は
な
い
。
国
連
の
主

要
司
法
機
関
の
、
国
際
社
会
全
体
の
た
め
の
究
極
的
に
最
も
重
要
な
一
機
能
で
あ
る
。
裁
量
権
は
総
会
や
安
保
理
の
よ
う
な
政
治
的
機
関
の

た
め
の
も
の
で
あ
る
。
国
際
司
法
裁
判
所
は
誠
実
に
、
勧
告
的
意
見
事
項
で
あ
ろ
う
と
訴
訟
事
件
に
関
し
て
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
司
法
的
機

能
を
遂
行
す
る
義
務
が
あ
る
。
勧
告
的
意
見
を
付
与
す
べ
き
機
会
か
ど
う
か
の
評
価
に
専
念
す
る
の
が
裁
判
所
の
仕
事
で
は
な
い
。
国
際
司

法
裁
判
所
が
技
術
的
な
面
を
取
り
上
げ
、
重
大
な
人
道
危
機
の
事
実
上
の
背
景
を
慎
重
に
考
慮
せ
ず
、
な
い
が
し
ろ
に
し
た
の
に
は
驚
き
で

あ
る
。
現
代
は
力
よ
り
も
法
が
優
先
す
る
こ
と
を
証
明
し
、数
を
増
す
国
際
裁
判
所
に
自
信
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
現
代
は
、

紛
争
の
平
和
的
解
決
の
態
様
の
改
善
を
証
明
す
る
、
国
際
法
と
国
際
関
係
の
﹁
管
轄
権
化
（jurisdictionalisation

）﹂
の
時
代
で
あ
る）
₅₆
（

。

　
（
３
）　

キ
ー
ス
裁
判
官
個
別
意
見

　
　

①　

勧
告
的
意
見
付
与
の
不
適
切
性

　

裁
量
権
を
行
使
し
て
答
え
る
の
を
拒
否
す
べ
き
で
あ
る
。
東
部
カ
レ
リ
ア
地
位
事
件
勧
告
的
意
見
（
一
九
二
三
年
）
は
、
意
見
の
付
与
は

不
可
能
と
の
判
断
に
続
け
て
﹁
本
件
問
題
を
扱
お
う
と
す
る
試
み
を
不
適
切
に
す
る
説
得
力
の
あ
る
他
の
理
由
が
あ
る
﹂
と
述
べ
た
。
そ
の

一
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理
由
と
は
、
紛
争
の
中
心
に
あ
る
事
実
問
題
に
つ
い
て
の
利
用
可
能
な
証
拠
に
関
連
す
る
。
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
は
、
事
実
の
問
題
、
す

な
わ
ち
当
事
者
が
何
に
合
意
し
た
の
か
、
に
関
す
る
司
法
的
結
論
に
達
成
す
る
の
に
十
分
な
証
拠
が
利
用
で
き
る
か
疑
問
で
あ
る
と
述
べ

た
。
本
件
で
は
勧
告
的
意
見
付
与
を
拒
否
す
る
た
め
の
そ
の
よ
う
な
理
由
は
生
じ
て
い
な
い
が
、
重
要
な
の
は
同
裁
判
所
が
示
し
た
広
範
な

原
則
で
あ
る
。﹁
裁
判
所
は
司
法
裁
判
所
で
あ
る
か
ら
に
は
（being a C

ourt of Justice

）、
勧
告
的
意
見
付
与
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
と

し
て
の
行
動
の
指
針
と
な
る
主
要
な
規
則
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。﹂

　

発
足
当
初
か
ら
、
裁
判
所
は
そ
の
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
、
連
盟
の
よ
う
な
政
治
的
機
関
へ
の
単
な
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
は
な
く
、
ま
た

そ
の
よ
う
な
機
関
の
意
の
ま
ま
に
は
対
応
し
な
い
こ
と
を
重
視
し
、
そ
の
点
に
注
意
を
払
っ
た
。
訴
訟
事
件
管
轄
権
の
よ
う
な
管
轄
権
の
行

使
に
お
い
て
も
司
法
的
信
頼
性
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勧
告
的
意
見
管
轄
権
に
関
連
す
る
実
行
お
よ
び
規
則
に
お
い
て
、
裁
判
所

は
継
続
的
に
そ
の
重
要
な
性
格
を
強
調
し
て
き
た
。
裁
判
所
は
裁
量
権
を
行
使
す
る
際
、
国
連
の
主
要
機
関
と
し
て
の
性
格
、
お
よ
び
司
法

機
関
と
し
て
の
性
格
の
両
方
を
考
慮
す
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
は
そ
の
勧
告
的
意
見
管
轄
権
の
行
使
は
機
構
の
活
動
に
お
け
る
参

加
の
表
明
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
拒
否
す
べ
き
で
は
な
い
と
宣
言
し
た
。
勧
告
的
意
見
に
答
え
よ
う
と
す
る
裁
判
所
の
強
い
意
向
は
ま
た
、

勧
告
的
意
見
要
請
へ
の
拒
否
を
正
当
化
す
る
に
は
﹁
決
定
的
理
由
﹂
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
声
明
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
司
法
機
関
と
し

て
の
信
頼
性
維
持
だ
け
で
は
な
く
、
裁
判
所
は
勧
告
的
意
見
要
請
へ
の
拒
否
理
由
と
し
て
、
要
請
機
関
の
利
益
、
国
連
機
関
の
関
連
利
益
の

よ
う
な
要
因
も
ま
た
考
慮
し
う
る
。

　
　

②　

勧
告
的
意
見
の
要
請
機
関

　

決
定
的
な
問
題
は
、
本
件
が
総
会
か
ら
で
は
な
く
安
保
理
か
ら
要
請
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
理
由
と
し
て
裁
判
所
は
質
問

に
答
え
る
の
を
拒
否
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
問
題
は
裁
判
所
が
国
連
シ
ス
テ
ム
内
に
お
け
る
国
連
の
主
要
機
関
と
し
て

一
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参
加
す
る
と
い
う
意
味
で
、
ま
た
は
司
法
的
機
能
の
信
頼
性
保
護
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
そ
の
よ
う
な
論
争
を
す
る
の
が
適
当
か
ど
う
か

と
い
う
問
題
を
生
ず
る
。
質
問
が
安
保
理
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
れ
ば
、裁
判
所
に
は
い
か
な
る
拒
否
理
由
も
な
い
。
私
が
懸
念
す
る
こ
と
は
、

本
件
の
状
況
に
お
い
て
総
会
に
答
え
る
こ
と
の
適
切
性
に
関
し
て
の
み
で
あ
る
。
裁
判
所
は
要
請
の
主
題
で
あ
る
事
項
に
関
連
し
て
、
要
請

が
憲
章
の
下
で
の
他
の
機
関
に
よ
る
特
別
の
権
限
行
使
に
関
連
す
る
の
な
ら
ば
、意
見
要
請
機
関
の
適
切
性
の
問
題
を
扱
う
べ
き
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
こ
れ
ま
で
の
ど
の
勧
告
的
意
見
要
請
に
関
し
て
も
生
じ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
は
安
保
理
も
総
会
も
と
も
に
、
旧
ユ
ー
ゴ
（Socialist F

ederal R
epublic of Yugoslavia/SF

R
Y

）
お
よ
び
同
国
か

ら
生
ま
れ
た
新
国
家
領
土
で
の
危
機
お
よ
び
武
力
紛
争
に
関
し
て
実
質
的
役
割
を
持
っ
て
い
た
。
安
保
理
決
議
一
二
四
四
採
択
以
降
に
お
け

る
、
安
保
理
お
よ
び
総
会
の
行
動
に
注
目
す
る
。
一
九
九
八
年
三
月
三
一
日
か
ら
一
九
九
九
年
五
月
一
四
日
ま
で
、
安
保
理
は
コ
ソ
ボ
に
関

し
て
四
つ
の
決
議
を
採
択
し
た
。

　

総
会
の
関
与
は
当
初
は
人
権
状
況
で
あ
り
、
最
初
は
旧
ユ
ー
ゴ
領
土
全
体
、
一
九
九
五
年
以
降
は
特
に
コ
ソ
ボ
に
お
け
る
状
況
で
あ
る
。

同
様
の
事
項
に
関
す
る
最
後
の
決
議
は
一
九
九
九
年
一
二
月
一
七
日
に
採
択
さ
れ
た
。
総
会
は
同
決
議
の
重
要
な
部
分
を
安
保
理
決
議
一
二

四
四
お
よ
び
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
に
割
い
て
い
る
。
他
方
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
は
、﹁
国
際
的
安
全
の
維
持
、
東
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
善
隣
関
係
、
安
定
お
よ
び
発
展
﹂
に
関
す
る
も
の
で
、
コ
ソ
ボ
へ
の
言
及
は
安
保
理
決
議
一
二
四
四
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
プ
ロ
セ

ス
に
専
ら
限
定
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
九
年
以
降
コ
ソ
ボ
に
関
し
て
総
会
が
採
択
し
た
唯
一
の
決
議
は
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
の
予
算
承
認
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
。
本
件
の
意
見
要
請
決
議
は
、
総
会
お
よ
び
安
保
理
の
実
行
に
お
い
て
は
特
異
な
こ
と
で
あ
る
が
、
一
般
的
議
題
か
ら
生
じ
た

も
の
で
は
な
い
。

一
八
四
九
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③　

国
連
総
会
へ
の
有
益
性

　

一
九
九
九
年
以
降
、
総
会
の
コ
ソ
ボ
へ
の
関
与
は
予
算
事
項
の
み
で
あ
り
、
コ
ソ
ボ
の
事
態
へ
の
関
与
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。
他

方
、
安
保
理
は
憲
章
第
七
章
の
下
で
行
動
し
、
活
動
を
承
認
し
、
多
く
の
決
定
お
よ
び
要
請
を
承
認
し
、
要
求
を
す
る
決
議
を
採
択
し
、
国

際
安
全
保
障
プ
レ
ゼ
ン
ス
お
よ
び
国
際
文
民
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
両
方
を
承
認
し
て
き
た
。
安
保
理
は
国
際
文
民
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
実
施
を
監
督

し
、
両
国
際
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
同
一
目
的
に
向
け
て
、
相
互
に
協
力
的
な
活
動
を
保
障
す
る
た
め
の
特
使
の
任
命
を
事
務
総
長
に
要
請
し
た
。

安
保
理
決
議
一
二
四
四
は
同
決
議
実
施
に
関
し
て
事
務
総
長
に
定
期
的
に
安
保
理
に
報
告
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
は
平

均
三
か
月
ご
と
に
提
出
さ
れ
安
保
理
に
お
け
る
討
論
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
安
保
理
決
議
一
二
四
四
、
同
決
議
の
下
で
の
安
保
理
の
役
割

お
よ
び
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
は
本
件
に
お
け
る
特
別
法
と
独
立
宣
言
と
の
両
立
性
を
検
討
す
る
場
合
の
ま
さ
に
主
題
で
あ
る
。
対
照
的
に
一
九
九
九

年
六
月
以
降
の
総
会
の
唯
一
の
決
定
的
役
割
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
予
算
承
認
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
総
会
が
裁
判
所
に
提
出
し
た
事
項
に
お
い
て
、
総
会
お
よ
び
安
保
理
の
適
切
か
つ
絶
対
的
な
利
益
と
い
う
点
で
、
ど
の

よ
う
な
結
論
が
導
か
れ
る
だ
ろ
う
か
。
裁
判
所
の
先
例
法
で
は
原
則
と
し
て
、
意
見
要
請
に
答
え
る
べ
き
と
認
め
る
た
め
の
決
定
的
理
由
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
裁
判
所
は
通
常
、
そ
の
よ
う
な
承
認
と
意
見
要
請
機
関
の
利
益
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
総
会
ま
た
は
安
保
理

か
ら
の
意
見
要
請
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
利
益
は
明
確
に
さ
れ
て
お
り
、
要
請
の
中
に
明
示
さ
れ
る
必
要
も
、
ま
た
手

続
き
過
程
で
参
加
者
が
議
論
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
利
益
、
す
な
わ
ち
要
請
機
関
に
勧
告
的
意
見
を
提
供
す
る
目
的
は
不
在

で
あ
り
、
総
会
活
動
の
た
め
に
必
要
な
法
の
要
素
は
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、
し
ば
し
ば
答
え
る
義
務
と
し
て
言
及
さ
れ
る
、
裁
判
所
が
総

会
に
協
力
す
る
理
由
は
存
在
し
な
い
。

　

本
件
に
お
い
て
裁
判
所
に
は
、
総
会
に
必
要
な
利
益
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
る
根
拠
が
な
い
。
ま
た
私
と
し
て
極
め
て
重
要
だ
と
考
え

る
の
は
、
本
事
項
に
お
け
る
安
保
理
の
ほ
ぼ
排
他
的
と
も
い
え
る
役
割
で
あ
る
。
勧
告
的
意
見
が
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
依
拠
し
て
い
る
国

一
八
五
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連
加
盟
の
承
認
条
件
事
件
、
国
連
の
あ
る
種
の
経
費
事
件
、
ナ
ミ
ビ
ア
事
件
、
お
よ
び
壁
事
件
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
は
、
こ
の
結
論
に
は

影
響
し
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
は
、
総
会
お
よ
び
安
保
理
の
双
方
と
も
真
正
な
利
益
を
有
し
て
い
た
。
私
の
投
票
が
示

す
よ
う
に
、
裁
判
所
の
本
案
部
分
の
判
断
に
は
、
そ
の
主
要
理
由
に
よ
り
同
意
す
る）
₅₇
（

。

　
（
４
）　

ト
ム
カ
裁
判
官
宣
言

　

本
件
は
裁
判
所
が
裁
量
権
を
行
使
す
べ
き
事
例
で
あ
る
。
質
問
に
答
え
る
た
め
に
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
安
保
理
決
議
一
二
四
四
を
解
釈

す
る
必
要
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
コ
ソ
ボ
諸
機
構
が
採
択
し
た
法
が
、
同
レ
ジ
ー
ム
に
適
用
さ
れ
か
つ
規
律
す
る
法
的
枠
組
と
両
立
す
る
か

ど
う
か
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
安
保
理
は
コ
ソ
ボ
に
関
す
る
事
項
に
継
続
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
独
立
宣
言
の
国
際

法
上
の
合
法
性
に
関
し
て
決
定
し
て
お
ら
ず
、
独
立
宣
言
へ
の
沈
黙
は
、
常
任
理
事
国
に
よ
る
反
対
表
明
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
暗
黙
の
同

意
も
、
黙
認
も
示
唆
す
る
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
理
事
国
の
反
対
は
継
続
し
て
お
り
、
本
件
手
続
き
過
程
に
お
い
て
も

再
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

総
会
が
勧
告
的
意
見
要
請
決
議
を
採
択
し
た
時
、
総
会
は
コ
ソ
ボ
の
状
況
を
扱
っ
て
お
ら
ず
、
総
会
の
議
題
に
新
た
な
事
項
と
し
て
含
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
安
保
理
は
積
極
的
に
コ
ソ
ボ
の
状
況
に
取
り
組
み
続
け
、
憲
章
一
二
条
一
項
に
関
す
る
機
能
を
行
使
し
，
同
項

は
総
会
に
コ
ソ
ボ
の
地
位
に
関
す
る
勧
告
を
制
限
し
て
い
る
が
、
総
会
に
は
問
題
を
審
議
す
る
自
由
は
あ
る
。
総
会
に
は
勧
告
的
意
見
を
要

請
す
る
た
め
の
﹁
十
分
な
利
益
﹂
が
な
い
と
い
う
点
で
、
キ
ー
ス
裁
判
官
が
個
別
意
見
で
表
明
し
た
見
解
に
同
意
す
る
。

　

総
会
に
よ
る
質
問
を
通
じ
て
、
裁
判
所
は
安
保
理
に
お
い
て
高
ま
っ
て
い
る
反
対
意
見
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
、
安
保
理
は
ま
だ
同
事
項
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
勧
告
的
意
見
要
請
は
し
て
い
な
い
。
裁
判
所
は
付
与
を
差
し
控
え
る
の
が
司
法
的
に
適
正
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
数
意
見
が
本
意
見
を
付
与
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
方
に
味
方
す
る
こ
と
に
な
る
。
故
ラ
ッ
ク
ス
元
裁
判
長
は
懸
命
に
も
、
本
件
の
よ
う
に

一
八
五
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安
保
理
が
積
極
的
に
権
限
を
行
使
し
て
い
る
状
況
の
事
例
に
関
連
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
　
　

 　
﹁
国
連
の
目
的
お
よ
び
原
則
か
ら
、
拘
束
的
決
定
権
を
有
す
る
二
つ
の
主
要
な
機
構
が
、
一
致
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
が
他
方
の
権
限
行
使
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
調
和
的
に
行
動
し
、
事
態
ま
た
は
紛
争
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
に
お
い
て
現
れ
た
異

な
る
側
面
に
関
し
て
、
そ
の
機
能
を
行
使
す
る
の
は
重
要
で
あ
る
。﹂）
₅₈
（

　

独
立
宣
言
が
安
保
理
決
議
一
二
四
四
お
よ
び
同
決
議
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
領
域
的
統
治
の
国
際
レ
ジ
ー
ム
に
従
っ
て
い
る
か
、
い
な
い

か
（vel n

on

）
に
関
し
て
、
ま
だ
安
保
理
の
結
論
が
示
さ
れ
る
前
に
総
会
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
た
質
問
に
答
え
た
多
数
意
見
は
、（
今
後
示

さ
れ
る
）
安
保
理
の
決
定
に
不
利
益
を
与
え
て
い
る）
₅₉
（

。
裁
判
所
が
回
答
す
る
こ
と
が
適
切
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
安
保
理
が
法
的
助

言
を
要
請
し
た
場
合
に
限
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
５
）　

ベ
ヌ
ー
ナ
裁
判
官
反
対
意
見

　

裁
判
所
が
本
件
で
総
会
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
に
よ
り
、
国
連
の
主
要
な
司
法
機
関
と
し
て
、
非
常
に
危
険
な
実
行
に
踏
み
込
む
こ
と
に

な
る
、
そ
の
適
切
性
に
つ
い
て
ま
ず
検
討
し
た
い
。
勧
告
的
意
見
要
請
決
議
は
国
連
の
歴
史
に
お
い
て
前
例
の
な
い
状
況
で
採
択
さ
れ
た
。

総
会
が
議
題
と
し
て
い
な
い
問
題
に
つ
い
て
勧
告
的
意
見
を
求
め
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
り
、
問
題
は
そ
れ
ま
で
専
ら
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
に

関
す
る
予
算
承
認
を
め
ぐ
っ
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
議
題
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。
コ
ソ
ボ
の
人
権
状
況
を
例
外
と
し
て
、
同
質
問
は
少
な
く

と
も
こ
の
一
〇
年
間
、
す
べ
て
安
保
理
の
排
他
的
管
轄
事
項
と
な
っ
て
き
た
。

　

本
件
要
請
を
拒
否
し
て
い
れ
ば
、
裁
判
所
は
将
来
、
政
治
的
機
関
に
よ
る
い
か
な
る
﹁
軽
薄
な
（frivolous

）﹂
要
請
も
阻
止
し
え
た
で

あ
ろ
う
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
司
法
的
機
能
の
体
制
を
保
護
し
え
た
で
あ
ろ
う
。
中
で
も
本
件
で
問
題
に
な
る
の
は
、
国
連
の
主
要
な

機
関
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
護
し
、
ま
た
は
意
見
要
請
の
範
囲
外
と
み
な
し
て
検
討
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
コ
ソ
ボ
の
自
決
お
よ
び
独
立
の
問
題

一
八
五
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よ
り
も
、
む
し
ろ
裁
判
所
を
政
治
的
討
論
の
中
で
私
的
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
い
か
な
る
企
て
か
ら
も
守
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
質
問
は
﹁
国
際
司
法
裁
判
所
の
司
法
的
性
格
と
両
立
し
な
い
﹂
と
み
な
せ
ば
、
要
請
に
従
う
義
務
は
な
い
。
裁
判

所
は
勧
告
的
意
見
付
与
の
適
切
性
に
つ
い
て
裁
量
権
が
あ
る
こ
と
を
想
起
し
て
き
た
が
、
裁
量
権
の
存
在
に
つ
い
て
学
説
に
お
い
て
疑
問
と

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
裁
量
権
を
行
使
し
て
い
な
い
。
裁
判
所
は
要
請
機
関
自
体
に
依
拠
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
同
機
関
か
ら
裁
量

権
を
剥
奪
し
て
、
適
切
性
を
決
め
る
時
に
来
て
い
る
。
裁
判
所
は
国
連
機
関
か
ら
国
連
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
と
き
、
拒
否
す

る
の
に
極
め
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
﹁
決
定
的
理
由
﹂
の
存
在
を
勧
告
的
意
見
を
付
与
し
な
い
条
件
と
し
て
規
定
し
な
が
ら
、
そ
の

意
味
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
く
裁
量
権
行
使
を
厳
格
に
避
け
て
き
た
。
意
見
要
請
と
裁
判
所
の
機
能
お
よ
び
そ
の
司
法
的
性
格
の
両
立
性
と

い
う
問
題
は
、
問
題
に
該
当
す
る
事
例
の
記
録
が
な
い
と
し
て
も
、
ま
だ
立
塞
が
っ
て
い
る
。

　

本
件
で
は
、
裁
判
所
は
こ
れ
ま
で
に
生
じ
た
こ
と
の
な
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
最
終
的
に
安
保
理
の
場
で
政
治
的
決
定
者

と
し
て
の
役
割
を
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
勧
告
的
意
見
要
請
を
通
じ
て
、
国
連
の
政
治
的
機
関
で
あ
る
安
保
理
が
遂
行
で

き
な
い
機
能
を
担
う
試
み
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

総
会
か
ら
の
質
問
へ
の
回
答
は
、
独
立
宣
言
の
形
式
的
行
為
と
し
て
の
分
析
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
裁
判
所
は
採
択
の
状
況
お
よ
び
そ
の

内
容
と
範
囲
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
で
、
裁
判
所
は
一
般
的
影
響
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
自
身
に
よ
る
評
価
を
要
請
機
関

自
身
の
評
価
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
勧
告
的
意
見
が
逆
効
果
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
の
見
解
を
示
す
こ
と
も
で
き
な

い
。

　

ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
国
連
事
務
総
長
特
使
は
セ
ル
ビ
ア
と
コ
ソ
ボ
機
関
の
代
表
と
の
仲
介
者
と
し
て
、
領
域
の
将
来
の
地
位
に
つ
い
て
合
意

に
達
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
合
意
に
は
安
保
理
の
支
持
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
最
終
報
告
書

で
、
同
特
使
は
安
保
理
に
、﹁
独
立
が
政
治
的
に
安
定
で
か
つ
経
済
的
に
実
行
可
能
な
唯
一
の
選
択
肢
で
あ
る
﹂
と
提
案
し
、
そ
れ
を
承
認

一
八
五
三



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

九
八

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
最
終
的
に
、
独
立
を
実
行
し
た
の
は
コ
ソ
ボ
議
会
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
コ
ソ
ボ
議
会
は
安
保
理
に
置
き
換
わ
っ

た
。
勧
告
的
意
見
の
付
与
に
よ
り
、
裁
判
所
は
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
報
告
の
結
論
の
有
効
性
（validity

）
を
評
価

す
る
こ
と
に
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
役
割
は
政
治
的
機
関
で
あ
る
安
保
理
だ
け
に
属
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
安

保
理
だ
け
が
同
事
項
に
関
す
る
評
価
が
で
き
る
と
き
、
安
保
理
が
要
請
し
て
い
な
い
事
項
に
関
し
て
、
裁
判
所
は
国
際
法
に
従
っ
て
ど
の
よ

う
に
宣
言
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
本
件
は
、
以
上
の
理
由
で
、
勧
告
的
意
見
付
与
は
司
法
機
関
と
し
て
の
地
位
と
は
両
立
せ
ず
、
裁
量
権
を
行

使
し
て
要
請
を
拒
否
す
べ
き
で
あ
る
。
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
報
告
書
に
つ
い
て
は
、安
保
理
が
こ
の
点
に
関
し
て
何
ら
判
断
し
て
い
な
い
限
り
、

立
案
者
に
約
束
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

裁
判
所
が
勧
告
的
意
見
機
能
を
行
使
す
る
に
つ
い
て
は
、
本
件
で
は
と
く
に
、
具
体
的
な
政
治
戦
略
に
偏
向
せ
ず
、
コ
ソ
ボ
独
立
承
認
へ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
せ
ず
、
承
認
付
与
国
数
を
最
少
化
し
な
い
、
と
い
う
保
障
が
重
要
で
あ
る
。
他
方
安
保
理
は
、
独
立
宣
言
の
選
択

に
つ
い
て
主
要
な
責
任
を
有
す
る
が
、
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
。
コ
ソ
ボ
の
将
来
の
地
位
の
決
定
は
総
会
の
事
項
で
は
な
く
、
安
保
理
の

も
の
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
安
保
理
が
一
〇
余
年
活
動
し
な
が
ら
決
着
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
平
和
維
持
の
政
治
プ
ロ
セ
ス

に
介
入
す
る
こ
と
な
し
に
独
立
宣
言
の
合
法
性
を
宣
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

コ
ソ
ボ
の
実
質
的
討
論
の
場
が
安
保
理
か
ら
総
会
へ
と
移
行
す
れ
ば
、
勧
告
的
意
見
要
請
に
応
え
る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
セ
ル
ビ
ア
が

総
会
で
提
案
し
た
の
は
、
総
会
の
場
に
一
方
的
独
立
宣
言
に
挑
戦
す
る
唯
一
可
能
な
機
会
が
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
こ
こ
に
含
ま

れ
る
の
は
、﹁
裁
判
所
が
裁
量
権
行
使
に
関
係
す
る
﹂﹁
勧
告
的
意
見
要
請
決
議
提
案
国
の
個
別
の
動
機
﹂（para.33

）
で
は
な
く
、
勧
告
的

意
見
要
請
決
議
が
総
会
で
採
択
さ
れ
た
時
点
に
お
け
る
、
コ
ソ
ボ
の
状
況
の
評
価
お
よ
び
国
連
に
よ
る
扱
い
で
あ
る
。
同
決
議
採
択
の
際
、

総
会
で
は
コ
ソ
ボ
の
地
位
問
題
に
つ
い
て
本
質
的
討
論
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
要
請
が
、
国
連
憲
章
お
よ
び
国
際
司
法
裁
判
所
規

程
に
定
義
さ
れ
た
司
法
機
関
と
し
て
の
裁
判
所
機
能
と
両
立
す
る
か
ど
う
か
は
問
題
と
し
う
る
。

一
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さ
ら
に
総
会
の
要
請
す
る
質
問
へ
の
回
答
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
安
保
理
決
議
一
二
四
四
を
修
正
し
た
り
解
釈
し
た
り
す
る
こ
と

で
政
治
的
機
関
を
支
援
す
る
こ
と
は
な
い
。
勧
告
的
意
見
を
要
請
す
る
に
至
っ
た
理
由
を
評
価
で
き
る
の
は
総
会
だ
け
で
は
な
い
。
も
し
も

そ
う
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
勧
告
的
意
見
の
適
切
性
に
関
す
る
裁
量
権
行
使
の
完
全
な
放
棄
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
手
続
き
過
程
に
お

い
て
は
本
件
勧
告
的
意
見
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
独
立
宣
言
に
関
連
し
て
諸
国
の
立
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
と
主
張
し

た
。
そ
れ
故
勧
告
的
意
見
は
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
承
認
を
支
持
す
る
諸
国
と
反
対
す
る
諸
国
と
の
間
の
政
治
的
討
論
で
の
論
争
と
し
て
使
用
さ

れ
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
協
力
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
一
方
的
独
立
宣
言
に
よ
っ
て
生
ず
る
摩
擦
を
削
減
す
る
こ
と

も
で
き
ず
、
ま
た
国
連
の
機
能
と
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
も
で
き
ず
に
、
裁
判
所
は
こ
の
政
治
的
抗
争
に
す
べ
て
の
点
で
敗
北
す
る
。

　

一
方
的
独
立
宣
言
以
来
、
コ
ソ
ボ
の
独
立
し
た
実
体
と
し
て
の
既
成
事
実
は
、
国
連
と
そ
の
統
治
を
事
実
上
周
縁
化
さ
せ
て
い
る
（d

e 

fa
cto m

arginalization

）
と
と
も
に
、
現
地
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
は
勧
告
的
意
見
付
与
の
適
切
性
を
よ
り
疑
わ
せ
、

問
題
視
さ
せ
る
。
北
部
カ
メ
ル
ー
ン
事
件
先
決
的
抗
弁
（
一
九
六
三
年
）
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
司
法
的
機
能
の
信
頼
性
が
確
実
に
尊
重
さ

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
っ
き
り
と
述
べ
た
。
裁
判
所
の
義
務
は
、
法
を
明
確
に
か
つ
独
立
し
て
宣
言
す
る
役
割
を
維
持
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
国
際
社
会
の
利
益
の
た
め
に
機
能
遂
行
上
の
信
頼
性
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
理
由
で
勧
告
的
意
見
付

与
の
決
定
に
反
対
す
る）
₆₀
（

。

　
（
６
）
ス
コ
ト
ニ
コ
フ
裁
判
官
反
対
意
見

　

本
件
の
よ
う
な
特
異
な
状
況
に
お
い
て
は
、
裁
量
権
を
行
使
し
て
勧
告
的
意
見
を
拒
否
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
あ
る
国
連
機
関
が
提
出
し
た

質
問
へ
の
回
答
全
体
は
他
の
国
連
機
関
が
採
択
し
た
決
議
の
解
釈
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
面
に
裁
判
所
は
初
め
て
直

面
し
た
。裁
判
所
は
一
方
的
独
立
宣
言
が
安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
設
置
さ
れ
た
レ
ジ
ー
ム
違
反
か
ど
う
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ナ
ミ
ビ
ア
事
件
の
よ
う
に
、
決
議
を
採
択
し
た
安
保
理
自
身
か
ら
の
勧
告
的
意
見
が
要
請
さ
れ
た
場
合
と
は
全
く
異
な
る
。
壁
事
件
勧
告
的

意
見
に
お
い
て
裁
判
所
は
、﹁
勧
告
的
意
見
は
要
請
機
関
に
活
動
に
必
要
な
法
の
要
素
を
提
供
す
る
目
的
が
あ
る
﹂
と
述
べ
た
。
し
か
し
本

件
で
は
裁
判
所
が
提
供
す
る
﹁
法
の
要
素
﹂
か
ら
有
意
義
な
利
益
を
得
る
こ
と
は
な
い
。
安
保
理
が
そ
う
要
請
し
な
い
限
り
、
総
会
は
勧
告

的
意
見
を
付
与
さ
れ
て
も
、
紛
争
の
主
題
事
項
に
関
す
る
勧
告
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
憲
章
第
一
二
条
）。

　

安
保
理
は
、
そ
う
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
的
独
立
宣
言
が
安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
従
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
決
定
し

て
お
ら
ず
、
勧
告
的
意
見
要
請
も
し
て
い
な
い
。
国
連
加
盟
国
は
総
会
、
安
保
理
お
よ
び
国
際
司
法
裁
判
所
に
異
な
る
責
任
を
付
与
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
所
は
国
連
の
主
要
機
関
か
つ
司
法
機
関
と
し
て
憲
章
が
規
定
す
る
三
機
関
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

多
数
意
見
は
そ
の
立
場
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
、﹁
並
行
し
て
国
際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
関
す
る
同
一
事
項
を
扱
う
傾
向
が
増
し

て
い
る
﹂（para.41

）
と
述
べ
て
い
る
が
、本
件
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
の
一
部
で
は
な
い
。
総
会
が
採
択
し
た
コ
ソ
ボ
関
連
決
議
の
ど
れ
も
、

安
保
理
決
議
一
二
四
四
に
設
置
さ
れ
た
レ
ジ
ー
ム
に
も
、
質
問
へ
の
答
え
に
も
関
係
し
な
い
。
す
べ
て
は
安
保
理
決
議
一
二
四
四
の
解
釈
に

関
係
す
る
と
い
う
の
が
真
実
で
あ
る
。
ま
た
多
数
意
見
は
、
国
連
加
盟
の
条
件
事
件
お
よ
び
あ
る
種
の
経
費
事
件
に
も
言
及
す
る
が
、
ど
れ

も
本
件
と
は
類
似
性
が
な
い
。
多
数
意
見
が
関
連
あ
る
判
決
を
見
い
だ
せ
な
い
の
は
、
そ
も
そ
も
前
例
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
も
っ
と
も

な
こ
と
で
あ
る
。

　

裁
判
所
が
勧
告
的
意
見
を
拒
否
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
司
法
的
機
能
の
信
頼
性
に
重
大
な
結
果
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
と
に
安
保
理
決

議
一
二
四
四
の
い
か
な
る
解
釈
も
本
件
の
状
況
で
は
信
頼
で
き
な
い
。
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
の
意
見
に
あ
る
よ
う
に
、
修
正
ま
た
は
削
除

す
る
権
限
の
あ
る
人
ま
た
は
機
関
だ
け
が
法
規
則
の
信
頼
性
あ
る
解
釈
を
す
る
権
利
が
あ
る
と
い
う
の
は
確
立
さ
れ
た
原
則
で
あ
る）
₆₁
（

。﹁
国

際
司
法
裁
判
所
そ
の
他
の
裁
判
所
は
安
保
理
決
議
を
安
保
理
が
何
を
決
定
し
た
の
か
に
効
力
を
与
え
る
目
的
で
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
﹂）
₆₂
（

と

一
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い
う
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
本
件
で
は
そ
の
よ
う
な
目
的
で
は
解
釈
し
て
い
な
い
。
安
保
理
は
一
方
的
独
立
宣
言
の
主
題
に
つ

い
て
何
も
決
定
し
て
い
な
い
。

　

安
保
理
決
議
は
政
治
的
決
定
で
あ
る
。
一
方
的
独
立
宣
言
の
問
題
の
よ
う
な
あ
る
種
の
展
開
が
決
議
に
従
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
決
定
は

概
し
て
政
治
的
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
純
粋
に
法
的
意
味
で
国
際
司
法
裁
判
所
の
決
定
が
正
し
い
と
し
て
も
、
安
保
理
の
政
治
的
視
点
か

ら
は
正
し
い
決
定
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
裁
判
所
が
、
安
保
理
の
要
請
な
し
に
、
決
定
す
る
と
き
、
裁
判
所
は
安
保
理
に
置
き
換
わ
る
。

本
件
は
Ｆ
Ｒ
Ｙ
の
国
連
加
盟
国
と
し
て
の
地
位
問
題
と
類
似
し
て
い
る
。
同
事
件
判
決
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
関
連
決
議
の
解
釈
を
差
し
控

え
、﹁
Ｓ
Ｆ
Ｒ
Ｙ
の
加
盟
国
と
し
て
の
地
位
継
続
は
法
的
困
難
か
ら
自
由
で
は
な
い
﹂
と
い
う
問
題
に
関
す
る
解
決
の
見
解
だ
け
に
限
定
し

た
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
事
件
判
決
（
一
九
九
三
年
）
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
Ｆ
Ｒ
Ｙ
の
加
盟
国
と
し
て
の
地
位
問
題
に
つ
い
て
決
定
す
る
権
限

が
な
か
っ
た
。
安
保
理
と
総
会
と
が
Ｆ
Ｒ
Ｙ
を
新
加
盟
国
と
し
て
容
認
す
る
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
初
め
て
、
裁
判
所
は
二
〇
〇
〇
年
以
前

に
は
加
盟
国
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　

も
し
も
一
九
九
三
年
、
一
九
九
六
年
お
よ
び
一
九
九
九
年
に
そ
の
よ
う
な
決
定
を
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
司
法
的
機
能
の
信
頼
性
を
危
う

く
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
多
数
意
見
は
一
方
的
独
立
宣
言
に
関
し
て
安
保
理
決
議
一
二
四
四
の
解
釈
を
試
み
て
お
り
、
そ
の
過
程
か
ら
結
論

を
導
い
た
の
は
全
く
正
し
く
な
い）
₆₃
（

。

３　

論
点

　

コ
ソ
ボ
お
よ
び
コ
ソ
ボ
支
持
諸
国
は
、
ま
ず
裁
判
所
の
管
轄
権
に
つ
い
て
、
総
会
か
ら
勧
告
的
意
見
要
請
さ
れ
た
質
問
は
国
際
司
法
裁
判

所
規
程
六
五
条
お
よ
び
国
連
憲
章
九
六
条
一
項
が
勧
告
的
意
見
を
付
与
す
る
条
件
と
し
て
規
定
す
る
﹁
法
律
問
題
﹂
で
は
な
い
と
し
て
、
国

際
司
法
裁
判
所
機
能
の
範
囲
外
で
あ
る
の
で
、
管
轄
権
を
欠
き
、
要
請
を
却
下
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
た
と
え
管
轄
権
が
あ

一
八
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る
と
し
て
も
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
制
度
に
は
裁
量
的
性
格
が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
勧
告
的
意
見
付
与
の
意
義
、
有
益
性
、

要
請
の
動
機
、
国
連
機
関
の
中
立
性
と
い
っ
た
問
題
点
は
、
意
見
要
請
を
拒
否
し
う
る
決
定
的
理
由
を
構
成
し
、
裁
量
権
を
行
使
し
て
勧
告

的
意
見
要
請
を
拒
否
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

（
１
）　

意
見
要
請
の
動
機
に
関
し
て
、
セ
ル
ビ
ア
の
勧
告
的
意
見
要
請
の
動
機
は
、
コ
ソ
ボ
の
独
立
の
進
展
を
妨
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
裁
判

所
が
勧
告
的
意
見
を
示
す
こ
と
は
紛
争
当
事
者
の
一
方
に
有
利
に
な
る
。

（
２
）　

有
益
性
・
中
立
性
と
い
う
視
点
か
ら
、
勧
告
的
意
見
を
付
与
し
て
も
、
意
見
要
請
決
議
案
の
単
独
提
案
国
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
を
利
す

る
だ
け
で
要
請
機
関
と
し
て
の
総
会
に
と
っ
て
は
利
益
と
は
な
ら
な
い
。

（
３
）　

国
連
の
有
権
的
機
関
が
中
立
的
な
対
応
を
選
択
し
て
い
る
論
争
に
関
し
て
、
裁
判
所
が
勧
告
的
意
見
を
示
す
こ
と
は
紛
争
当
事
者
の

一
方
に
有
利
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
４
）　

国
連
憲
章
九
六
条
お
よ
び
国
際
司
法
裁
判
所
規
程
六
五
条
か
ら
す
れ
ば
、
安
保
理
が
コ
ソ
ボ
の
地
位
問
題
に
つ
い
て
そ
の
任
務
を
遂

行
中
の
場
合
、
同
問
題
に
関
し
て
総
会
が
勧
告
的
意
見
を
要
請
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
５
）　

勧
告
的
意
見
を
付
与
す
る
た
め
に
は
、
安
保
理
の
よ
う
な
政
治
機
関
の
決
議
を
解
釈
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
裁
判
所
が
安
保
理

決
議
を
解
釈
適
用
す
る
こ
と
は
裁
判
所
と
国
連
の
他
の
機
関
と
の
機
能
的
協
力
シ
ス
テ
ム
を
阻
害
す
る
。

　

セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
セ
ル
ビ
ア
支
持
諸
国
は
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
て
、
勧
告
的
意
見
提
示
を
阻
止
す
る
理
由
は
な
く
、
勧
告
的
意
見
は
諸

国
家
お
よ
び
国
連
機
関
に
と
っ
て
有
益
で
あ
り
、
総
会
は
勧
告
的
意
見
要
請
機
関
と
し
て
適
切
性
が
あ
る
と
主
張
す
る
。

（
１
）　

勧
告
的
意
見
は
現
在
コ
ソ
ボ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
躊
躇
し
て
い
る
諸
国
に
指
針
を
与
え
る
と
い
う
有
益
な
目
的
を

持
ち
、
総
会
そ
の
他
の
国
連
機
関
の
行
動
に
指
針
を
与
え
る
と
い
う
効
果
が
あ
る
。

（
２
）　

一
方
的
独
立
宣
言
は
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
と
国
連
の
権
限
へ
の
重
大
な
挑
戦
と
な
る
行
為
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
行
為
の
適
法
性
は
総
会
の

一
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直
接
の
関
心
事
項
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）　

国
連
事
務
総
長
、
総
会
、
安
保
理
の
よ
う
な
国
連
機
関
が
コ
ソ
ボ
の
地
位
に
関
し
て
中
立
的
立
場
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
の
は
不
適

当
で
あ
り
、
総
会
も
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
の
問
題
に
関
し
て
責
任
を
有
し
て
い
る
。

　

勧
告
的
意
見
に
反
対
の
立
場
か
ら
、
ト
ム
カ
裁
判
官
、
ベ
ヌ
ー
ナ
裁
判
官
お
よ
び
ス
コ
ト
ニ
コ
フ
裁
判
官
が
同
様
に
裁
量
権
を
行
使
し
て

拒
否
す
べ
き
と
す
る
反
対
意
見
を
示
し
、
キ
ー
ス
裁
判
官
は
多
数
意
見
の
結
論
に
は
賛
成
す
る
と
し
な
が
ら
、
そ
の
個
別
意
見
に
お
い
て
同

様
に
勧
告
的
意
見
要
請
を
拒
否
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。
以
上
の
四
裁
判
官
は
意
見
要
請
機
関
が
総
会
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
連
憲

章
一
二
条
が
規
定
す
る
国
連
機
関
の
機
能
お
よ
び
権
限
に
関
し
て
問
題
が
あ
る
と
す
る
。
ト
ム
カ
裁
判
官
は
、
本
件
は
安
保
理
と
裁
判
所
の

権
限
が
競
合
す
る
場
合
で
あ
り
、
独
立
宣
言
の
合
法
性
に
関
し
て
は
安
保
理
決
議
一
二
四
四
お
よ
び
関
連
規
則
の
解
釈
が
必
要
で
あ
る
が
、

こ
の
問
題
に
関
す
る
判
断
は
安
保
理
の
権
限
で
あ
る
と
み
な
す
。
ベ
ヌ
ー
ナ
裁
判
官
は
コ
ソ
ボ
紛
争
お
よ
び
そ
の
将
来
の
地
位
問
題
に
関
し

て
は
安
保
理
の
管
轄
事
項
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
報
告
書
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
役
割
は
安
保
理
に

あ
り
、
本
件
の
意
見
要
請
に
応
え
る
こ
と
は
裁
判
所
の
司
法
的
性
格
と
両
立
し
な
い
と
述
べ
る
。
キ
ー
ス
裁
判
官
は
安
保
理
が
遂
行
中
の
事

項
に
関
し
て
総
会
が
勧
告
的
意
見
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
意
見
要
請
機
関
と
し
て
の
利
益
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
問
題

が
あ
る
と
す
る
。

　

勧
告
的
意
見
は
本
件
勧
告
的
意
見
要
請
に
関
し
て
、
裁
量
権
を
行
使
し
て
拒
否
す
べ
き
決
定
的
理
由
は
な
い
と
判
断
し
、
こ
の
点
で
は
セ

ル
ビ
ア
の
主
張
に
沿
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
決
定
的
理
由
は
な
い
と
す
る
判
断
の
理
由
に
つ
い
て
は
、セ
ル
ビ
ア
の
主
張
と
は
異
な
り
、

（
１
）
裁
判
所
は
意
見
要
請
の
動
機
お
よ
び
勧
告
的
意
見
の
有
益
性
は
考
慮
せ
ず
、（
２
）　

裁
判
所
が
安
保
理
決
議
の
解
釈
お
よ
び
効
果
に

関
し
て
検
討
す
る
こ
と
は
裁
判
所
の
司
法
的
機
能
へ
の
信
頼
性
を
害
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
（
３
）
安
保
理
は
国
際
の
平
和
と
安
全
の

分
野
に
お
け
る
排
他
的
権
限
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
コ
ソ
ボ
問
題
に
関
し
て
は
安
保
理
だ
け
で
は
な
く
、
総
会
で
も
審
議
事

一
八
五
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項
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
会
に
よ
る
勧
告
的
意
見
要
請
は
安
保
理
の
権
限
を
侵
害
し
な
い
と
し
た
。（
３
）
に
関
連
し
、
勧
告
的
意
見

は
セ
ル
ビ
ア
に
と
っ
て
不
利
に
作
用
す
る
要
因
、
す
な
わ
ち
コ
ソ
ボ
の
人
権
状
況
に
関
す
る
総
会
決
議
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
決
議

は
コ
ソ
ボ
・
ア
ル
バ
ニ
ア
系
住
民
の
人
権
を
侵
害
し
た
セ
ル
ビ
ア
に
対
す
る
非
難
決
議
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
勧
告
的
意
見
は
、
セ
ル
ビ
ア

政
府
の
政
策
が
深
刻
な
事
態
に
ま
で
コ
ソ
ボ
住
民
の
人
権
を
侵
害
し
た
経
緯
を
認
識
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

勧
告
的
意
見
に
賛
成
の
立
場
か
ら
、
ア
モ
ー
ル
裁
判
官
お
よ
び
ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
は
、
勧
告
的
意
見
要
請
に
関
し
て
裁
判
所
が
拒
否

す
る
決
定
的
理
由
は
な
い
と
す
る
個
別
意
見
を
示
し
た
。
両
裁
判
官
は
、総
会
と
安
保
理
と
は
同
一
の
紛
争
に
関
し
て
異
な
る
視
点
か
ら﹁
並

行
し
て
﹂
扱
う
傾
向
に
あ
り
、
補
完
的
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
加
え
て
、
ア
モ
ー
ル
裁
判
官
は
裁
判
所
は
勧
告
的
意
見
要

請
を
拒
否
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
先
例
に
従
う
べ
き
と
述
べ
、
ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
は
勧
告
的
意
見
付
与
を
拒
否
す
べ
き
と
す
る
主
張

の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
を
国
内
管
轄
事
項
と
す
る
議
論
も
、
ま
た
勧
告
的
意
見
要
請
は
個
別
国
家
の
利
益
に
す
ぎ
な
い
と

す
る
議
論
も
説
得
力
が
な
く
支
持
で
き
な
い
と
述
べ
る
。

八　
　

終
わ
り
に　

　

救
済
的
分
離
は
こ
れ
ま
で
立
法
論
と
し
て
法
律
家
の
議
論
の
対
象
で
は
あ
っ
た
が
、
実
際
に
諸
国
家
が
救
済
的
分
離
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
確
で
あ
っ
た
。
勧
告
的
意
見
は
救
済
的
分
離
の
問
題
に
つ
い
て
の
判
断
は
差
し
控
え
た）
₆₄
（

。
し
か
し
本
件
手
続

き
は
多
数
の
諸
国
の
分
離
権
お
よ
び
救
済
的
分
離
に
関
す
る
見
解
が
表
明
さ
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。
以
下
、
分
離
権
に
関
し
て
、
本
稿
の
分

析
に
基
づ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

　

コ
ソ
ボ
支
持
諸
国
の
う
ち
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
お

一
八
六
〇
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よ
び
ス
イ
ス
は
、
救
済
的
分
離
権
の
存
在
を
肯
定
し
、
コ
ソ
ボ
住
民
に
は
救
済
的
分
離
権
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
と
主
張
し
、
英
国
は
救
済

的
分
離
権
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
ま
た
、
セ
ル
ビ
ア
支
持
諸
国
の
中
で
も
、
ロ
シ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
キ
プ
ロ
ス
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
コ

ソ
ボ
は
救
済
的
分
離
の
主
体
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
し
た
が
、
救
済
的
分
離
権
の
存
在
ま
た
は
存
在
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る）
₆₅
（

。

以
上
の
諸
国
が
主
張
す
る
救
済
的
分
離
権
の
要
件
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
が
、
コ
ソ
ボ
へ
の
国
家
承
認
如
何
に
関
わ
ら
ず
、

救
済
的
分
離
を
国
際
法
上
の
権
利
と
し
て
認
め
る
諸
国
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ユ
ス
フ
裁
判
官
お
よ
び
ト
リ
ン
ダ
ー
ジ
裁
判
官
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
意
見
に
お
い
て
、
一
般
国
際
法
に
お
い
て
分
離
権
が
存
在
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
コ
ソ
ボ
は
分
離
権
が
認
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
と
す
る
見
解
を
示
し
た
。
確
か
に
勧
告
的
意
見
は
救
済
的
分
離
権
を
明
示
的
に

は
認
め
て
い
な
い
。
然
り
な
が
ら
、
救
済
的
分
離
の
理
論
上
の
二
つ
の
要
件
、
実
体
的
要
件
お
よ
び
手
続
的
要
件
の
そ
れ
ぞ
れ
に
含
ま
れ
る

要
素
が
、
本
件
に
お
い
て
存
在
し
た
こ
と
を
間
接
的
に
認
め
て
い
る
。
ま
ず
実
体
的
要
件
に
関
し
て
勧
告
的
意
見
は
、
安
保
理
決
議
一
二
四

四
は
﹁
重
大
な
人
道
的
状
況
を
解
決
す
る
こ
と
を
決
定
し
﹂、
Ｆ
Ｒ
Ｙ
に
﹁
コ
ソ
ボ
に
お
け
る
暴
力
お
よ
び
抑
圧
の
即
時
か
つ
検
証
可
能
な

終
息
﹂ （para.58

）
を
要
請
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
裁
量
権
に
関
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
政
府
の
行
為
に
よ
り
コ

ソ
ボ
住
民
が
重
大
な
人
権
侵
害
の
被
害
者
と
な
っ
た
事
実
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

他
方
、
手
続
的
要
件
に
関
し
て
は
、
事
実
の
経
緯
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
コ
ソ
ボ
紛
争
の
解
決
に
関
し
て
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
手
段

と
努
力
を
尽
く
し
た
が
膠
着
状
態
を
打
開
で
き
ず
、
そ
の
結
果
コ
ソ
ボ
は
最
終
的
手
段
と
し
て
分
離
独
立
に
訴
え
た
、
と
理
解
し
う
る
よ
う

に
論
じ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
自
決
権
の
主
体
す
な
わ
ち｢

人
民｣

に
関
し
、
質
問
の
意
味
と
範
囲
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
国
連
総
会
決
議
六
三
／
三
に

お
け
る
質
問
文）
₆₆
（

か
ら
﹁
コ
ソ
ボ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
﹂
の
文
言
を
実
質
的
に
削
除
し
、
独
立
宣
言
立
案
者
を
﹁
コ
ソ
ボ
人
民
に
よ
っ
て
民
主
的
に
選
出

さ
れ
た
人
々
﹂
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
独
立
が
﹁
人
民
の
意
思
﹂
の
反
映
で
あ
る
と
す
る
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
本
文
を
引
用
し
て
い

一
八
六
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。﹁
人
民
の
意
思
﹂
に
基
づ
く
領
土
主
権
の
変
更
と
は
、
ま
さ
に
自
決
原
則
の
理
念
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
独
立
宣
言
立
案
者
に
つ
い
て
以

上
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立
宣
言
が
特
別
法
に
違
反
し
な
い
と
の
結
論
を
導
い
た
。

　

特
別
法
に
関
す
る
検
討
に
先
立
ち
、
勧
告
的
意
見
は
独
立
宣
言
が
一
般
国
際
法
に
違
反
し
な
い
と
結
論
づ
け
た
。
領
土
保
全
原
則
は
こ
れ

ま
で
分
離
権
の
存
在
を
否
定
す
る
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
勧
告
的
意
見
は
理
由
を
示
す
こ
と
な
く
、﹁
領
土
保
全
原
則
の
範
囲
は
国
家
間
関

係
の
分
野
に
限
定
さ
れ
﹂（para.80

）、
分
離
集
団
の
よ
う
な
非
国
家
主
体
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
領
土
保
全

原
則
を
分
離
の
対
抗
概
念
と
し
て
は
捉
え
て
い
な
い
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
領
土
保
全
原
則
が
分
離
の
対
抗
概
念
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、

一
般
国
際
法
に
お
け
る
分
離
の
禁
止
規
則
の
不
存
在
と
い
う
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
勧
告
的
意
見
は
救
済
的
分
離
権
の
存
在
を
否
定
し
て
お
ら
ず
、
コ
ソ
ボ
人
民
が
救
済
的
分
離
権
の
主
体
と
み
な
さ
れ
る

た
め
の
理
論
上
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
認
め
て
い
る）
₆₈
（

。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
勧
告
的

意
見
は
救
済
的
分
離
権
に
基
づ
い
て
コ
ソ
ボ
の
セ
ル
ビ
ア
か
ら
の
分
離
を
認
め
た
と
解
釈
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
コ
ソ
ボ
分
離
を
め

ぐ
る
実
行
か
ら
す
れ
ば
、
国
際
慣
習
法
成
立
の
た
め
の
要
件
と
さ
れ
る
、
諸
国
家
に
よ
る
統
一
的
実
行
お
よ
び
法
的
確
信
の
存
在
は
救
済
的

分
離
権
に
関
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
救
済
的
分
離
に
つ
い
て
は
形
成
過
程
に
あ
る
権
利
で
あ
り
、
現
在
は
ま
だ
凝
固
（consolidate

）

し
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
権
利
と
み
な
す
見
解）
₆₉
（

が
あ
り
、
本
件
手
続
き
に
お
け
る
救
済
的
分
離
を
主
張
す
る
諸
国
の
存
在
と
い
う
事
実
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
救
済
的
分
離
の
権
利
と
し
て
の
発
展
状
況
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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ベ
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nalysis and L

egal and P
olitical Im

plications,” http://ssrn.com
/abstract=1742250, pp.3-4

）。

（
67
）　

こ
の
点
に
関
し
、
シ
ン
マ
裁
判
官
は
、
コ
ソ
ボ
独
立
宣
言
が
﹁
人
民
の
意
思
﹂
と
明
示
し
て
い
る
点
は
﹁
自
決
の
行
使
と
さ
れ
る
こ
と
へ
の
か
な
り
明
確
な
言
及
﹂
で
あ
る

一
八
六
六



（　
　
　
　

）

コ
ソ
ボ
分
離
に
関
す
る
国
際
法
（
四
・
完
）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
四
号�

一
一
一

と
指
摘
し
て
い
た
（D

eclaration of Judge Sim
m

a, para.6

）。

（
68
）　

た
だ
し
分
離
権
の
問
題
は
政
治
的
に
微
妙
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
裁
判
所
は
敢
え
て
分
離
権
に
関
す
る
直
接
的
な
判
断
は
差
し
控
え
、
よ
り
現
実
的
な
対
応
を
し
た

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
69
）　M

arc W
eller, “M

odesty C
an B

e a V
irtue: Judicial E

conom
y in the IC

J K
osovo O

pinion?” 24 L
eid

en
 Jou

rn
a

l of In
tern

a
tion

a
l L

a
w

, 2011, p.137.
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